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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉

　
　
　
－
満
韓
一
体
化
政
策
と
日
英
同
盟
の
変
質
i

井

上

勇

一

一
、
問
題
の
所
在

二
、
安
奉
鉄
道
間
題

三
、
安
奉
鉄
道
改
築
問
題

四
、
満
韓
連
絡
鉄
道
間
題

五
、
む
す
び

一
、
問
題
の
所
在

　
日
露
戦
争
時
に
お
け
る
目
本
の
軍
用
鉄
道
の
建
設
が
、
日
英
同
盟
の
更
新
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
拙
稿
『
日
露
戦
争
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
日
本
の
軍
用
鉄
道
建
設
問
題
ー
第
二
回
日
英
同
盟
へ
の
一
考
察
1
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
日
本
の
満
州
へ
の
進
出
は
、
ポ
ー

ツ
マ
ス
講
和
条
約
に
よ
つ
て
、
初
め
て
満
州
に
鉄
道
権
益
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
つ
た
か
ら
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
結
果
、
日
露
戦
争
前
と
は
異

な
つ
た
新
し
い
国
際
関
係
を
満
州
に
作
り
出
す
こ
と
に
な
つ
た
。
日
露
戦
争
前
に
お
け
る
日
露
両
国
の
勢
力
範
囲
の
境
界
は
、
・
シ
ア
が
満
州
の

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇
九
　
　
（
五
五
七
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
〇
　
　
（
五
五
八
）

鉄
道
を
支
配
し
、
目
本
が
朝
鮮
半
島
の
鉄
道
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
満
韓
国
境
の
鴨
緑
江
で
あ
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
。

し
か
し
日
露
戦
争
後
に
な
る
と
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
条
約
に
よ
つ
て
日
本
が
長
春
以
南
の
鉄
道
を
獲
得
し
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
の

勢
力
範
囲
は
満
州
中
央
部
に
ま
で
北
上
し
、
長
春
を
境
い
に
し
て
・
シ
ア
と
満
州
を
南
北
に
分
割
す
る
有
様
と
な
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
新
し
く
出

現
し
た
勢
力
範
囲
は
、
明
治
三
五
年
一
月
に
第
一
回
日
英
同
盟
が
締
結
さ
れ
た
時
と
は
異
な
つ
て
お
り
、
こ
の
現
実
と
の
調
和
を
は
か
る
こ
と
が

第
二
回
日
英
同
盟
へ
の
改
訂
を
意
味
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
二
回
日
英
同
盟
は
、
第
一
回
同
盟
の
有
効
期
限
の
終
了
を
待
つ
こ
と
な
く
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
条
約
成
立
直
前
に
調
印
さ
れ
た
が
、
・
シ
ア

の
復
讐
戦
に
備
え
、
日
英
同
盟
の
性
格
を
攻
守
同
盟
へ
と
強
化
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
・
シ
ア
の
軍
事
力
が
依
然
と
し
て
恰
爾
賓
を

中
心
と
し
た
北
満
に
残
り
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
か
ら
の
兵
姑
線
ど
し
て
の
シ
ベ
リ
ァ
鉄
道
・
東
清
鉄
道
本
線
は
無
傷
の
ま
ま
・
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
つ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
同
盟
の
強
化
と
い
う
こ
と
以
上
に
日
英
同
盟
の
改
訂
に
よ
る
大
き
な
変
化
は
、
朝
鮮
半
島
の
処
理
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
回
日
英
同
盟
で
は
清
韓
両
国
地
域
に
お
け
る
門
戸
開
放
主
義
の
維
持
を
原
則
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
第
二

回
で
は
清
国
（
の
一
部
と
し
て
の
満
州
）
と
韓
国
と
を
分
離
し
、
満
州
に
つ
い
て
は
、
第
一
回
同
盟
の
時
と
同
様
に
門
戸
開
放
主
義
の
適
用
を
原
則

と
し
て
い
た
が
、
朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
政
治
的
支
配
の
優
越
性
が
イ
ギ
リ
ス
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
、
日
韓
併
合
へ
の
道
を
開
く
こ
と

に
な
つ
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
は
、
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
列
強
の
経
済
活
動
に
対
し
て
も
、
門
戸
開
放
主
義
の
遵
守
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
た
が
、

南
満
州
と
朝
鮮
半
島
と
い
う
同
じ
日
本
の
占
領
地
域
に
対
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
に
、
明
治
三
九
年
三
月
、
日
本
の
満
州
占
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

地
に
お
け
る
門
戸
開
放
を
強
く
求
め
て
ぎ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
日
本
に
と
つ
て
、
朝
鮮
半
島
の
経
営
と
満
州
の
そ
れ
と
の
間
に
、
経
済
的
に
も
明

確
な
違
い
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
日
露
戦
争
中
に
、
日
本
は
朝
鮮
半
島
北
部
か
ら
南
満
州
東
部
に
か
け
て
軍
用
鉄
道
を
建
設

し
て
き
た
が
、
こ
の
軍
用
鉄
道
に
つ
い
て
も
、
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
は
統
監
府
鉄
道
管
理
局
が
、
ま
た
満
州
に
お
い
て
は
満
鉄
が
そ
れ
ぞ
れ
経
営

す
る
と
い
つ
た
よ
う
に
経
営
主
体
を
変
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
の
要
求
に
答
え
る
必
要
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が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
す
で
に
明
治
二
七
年
コ
月
、
日
清
戦
争
の
最
中
に
、
山
県
有
朋
は
陸
軍
大
将
と
し
て
「
朝
鮮
政
策
」
を
上
奏
し
、
釜
山
か

ら
義
州
に
い
た
る
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
の
建
設
を
提
言
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
こ
の
鉄
道
を
清
国
の
鉄
道
網
と
接
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
て
い

（
3
）る

。
そ
れ
か
ら
一
〇
年
を
経
て
、
日
本
は
、
日
露
戦
争
中
に
建
設
し
た
軍
用
鉄
道
に
よ
つ
て
、
山
県
の
構
想
す
る
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
と
清
国
の

鉄
道
網
と
の
接
続
を
具
体
化
し
た
。
安
奉
鉄
道
が
そ
れ
で
あ
る
。
軍
用
鉄
道
と
し
て
の
安
奉
鉄
道
は
、
陸
軍
臨
時
軍
用
鉄
道
監
部
に
よ
り
、
鴨
緑

江
右
岸
の
安
東
か
ら
鳳
鳳
城
・
下
馬
塘
を
経
由
し
て
、
奉
天
の
南
端
ま
で
建
設
さ
れ
た
軌
間
ニ
フ
ィ
ー
ト
・
六
イ
ン
チ
の
軽
便
鉄
道
で
あ
る
。
し

た
が
つ
て
、
軍
用
軽
便
鉄
道
の
ゲ
ー
ジ
を
朝
鮮
半
島
の
鉄
道
と
同
じ
標
準
軌
に
改
築
し
、
ま
た
鴨
緑
江
に
鉄
道
を
架
設
し
て
京
義
鉄
道
と
直
接
連

絡
す
る
こ
と
は
、
朝
鮮
半
島
南
岸
の
釜
山
と
南
満
州
中
央
部
の
奏
天
と
を
一
本
の
鉄
道
で
結
ぶ
こ
と
を
意
昧
し
て
い
た
。
安
奉
鉄
道
は
、
朝
鮮
半

島
と
南
満
州
と
を
鉄
道
に
よ
つ
て
連
絡
し
、
満
韓
一
体
化
ル
ー
ト
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
満
韓
一
体
化
ル
ー
ト
の
形
成
に
は
軍
事
的
必
然
性
が
あ
つ
た
。
日
本
は
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
会
議
に
お
い
て
、
恰
爾
賓

以
南
の
東
清
鉄
道
南
満
支
線
の
全
区
間
の
譲
渡
を
要
求
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
・
シ
ア
か
ら
長
春
（
寛
城
子
）
以
南
し
か
割
譲
さ
れ

な
か
つ
た
。
そ
し
て
長
春
以
北
の
東
清
鉄
道
本
支
線
は
そ
の
ま
ま
・
シ
ア
の
手
に
残
つ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
ロ
シ
ア
の
再
度
の

南
下
を
警
戒
し
、
そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
そ
の
背
後
に
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
あ
る
よ
う
に
、
日
本
も
ま
た
、
日
本
本
土
か
ら
満
州
へ
の
鉄
道
を
利

用
し
た
最
短
ル
ー
ト
を
確
立
し
て
お
く
必
要
が
あ
つ
た
。
明
治
四
四
年
六
月
、
山
県
有
朋
は
、
明
治
四
二
年
四
月
の
「
第
二
対
清
政
策
」
に
続
い

て
、
　
「
満
鮮
鉄
道
経
営
方
策
」
に
お
い
て
も
、
安
奉
鉄
道
お
よ
び
朝
鮮
半
島
縦
断
鉄
道
の
連
絡
に
よ
る
輸
送
力
の
増
強
こ
そ
が
、
ロ
シ
ア
の
シ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

リ
ア
鉄
道
に
よ
る
極
東
へ
の
軍
事
輸
送
に
対
抗
し
、
ロ
シ
ア
の
北
か
ら
南
へ
の
侵
略
に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
安
奉
鉄
道
の

軌
道
改
築
と
平
行
し
て
、
シ
ベ
リ
ア
に
お
い
て
も
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
複
線
化
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
安
奉
鉄
道
の
軍
事
的
価
値
を
よ

り
明
ら
か
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
副
　
　
（
五
五
九
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
＝
一
　
（
五
六
〇
）

　
こ
の
よ
う
に
、
安
奉
鉄
道
の
標
準
軌
へ
の
改
築
と
京
義
鉄
道
と
の
連
絡
が
対
露
政
策
上
の
軍
事
的
要
請
に
基
づ
く
か
ぎ
り
は
、
日
本
に
よ
る
安

奉
鉄
道
の
経
営
は
、
日
英
同
盟
の
基
本
的
目
標
に
合
致
し
て
い
た
と
い
つ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
同
時
に
、
日
本
は
、
第
一
回
か
ら
第
二

回
へ
の
日
英
同
盟
の
改
訂
に
よ
つ
て
、
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
支
配
と
満
州
に
対
す
る
そ
れ
と
を
明
確
に
分
離
す
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
目
本
が
安
奉
鉄
道
を
改
築
し
、
満
韓
一
体
化
を
進
め
て
ゆ
く
こ
と
は
、
日
英
同
盟
と
の
間
に
対
立
が
生
じ
て
く
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
日
本
が
安
奉
鉄
道
を
改
築
し
、
ま
た
鴨
緑
江
に
鉄
橋
を
架
設
し
て
ゆ
く
過
程

を
明
ら
か
に
し
、
日
本
に
よ
る
満
韓
一
体
化
ル
ー
ト
の
完
成
が
、
日
英
同
盟
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て

考
察
を
加
え
て
み
た
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
露
戦
争
後
の
日
英
同
盟
が
ど
の
よ
う
な
要
因
か
ら
変
質
し
始
め
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
か
が
、
明
ら
か

に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
軍
事
史
学
会
編
、
『
軍
事
史
学
』
第
一
六
巻
第
三
号
（
昭
和
五
五
年
一
二
月
）
所
収
。

　
（
2
）
　
外
務
省
編
、
『
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
－
上
ー
』
（
昭
和
四
〇
年
、
原
書
房
）
、
二
五
八
！
九
頁
。

　
（
3
）
　
大
山
梓
編
、
『
山
県
有
朋
意
見
書
』
（
昭
和
四
一
年
、
原
書
房
）
、
二
二
三
ー
五
頁
。

　
（
4
）
　
同
右
、
三
〇
九
お
よ
び
三
二
三
！
三
三
頁
。

312

二
、
安
奉
鉄
道
問
題

　
安
奉
鉄
道
は
、
陸
軍
野
戦
鉄
道
提
理
部
が
軌
道
の
改
築
を
行
つ
た
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
は
異
な
り
、
臨
時
軍
用
鉄
道
監
部
が
新
た
に
建
設
し

た
軍
用
鉄
道
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
ポ
ー
ッ
マ
ス
講
和
会
議
に
お
け
る
協
議
の
対
象
と
は
な
ら
な
か
つ
た
が
、
そ
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
戦

後
処
理
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
日
清
問
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
か
ら
帰
国
し
た
小
村
は
、
講
和
条
約
第
六
条
に
付
加
さ
れ
た
条

件
に
し
た
が
つ
て
、
p
シ
ア
が
日
本
に
譲
渡
し
た
東
清
鉄
道
南
満
支
線
（
寛
城
子
以
南
お
よ
び
そ
の
付
属
線
）
に
つ
い
て
、
清
国
の
承
認
を
得
る
た

め
に
北
京
へ
赴
く
こ
と
に
な
つ
て
い
た
が
、
北
京
に
お
け
る
目
清
交
渉
で
は
、
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
同
様
に
、
安
奉
鉄
道
も
ま
た
新
奉
鉄
道



（
新
民
屯
－
奉
天
間
）
と
と
も
に
、
日
本
の
満
州
権
益
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
た
め
に
、
清
国
の
同
意
を
得
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ

る
。　

明
治
三
八
年
一
〇
月
二
七
日
、
小
村
の
北
京
へ
の
出
発
に
先
だ
つ
て
、
桂
内
閣
は
清
国
に
対
す
る
日
本
側
の
要
求
項
目
を
決
定
し
、
鉄
道
権
益

に
関
し
て
は
、
安
奉
鉄
道
も
含
め
て
日
本
の
満
州
に
お
け
る
す
べ
て
の
鉄
道
に
つ
い
て
日
清
両
国
の
共
同
事
業
と
し
、
日
本
の
法
律
に
よ
っ
て
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

織
さ
れ
る
会
社
に
そ
の
経
営
を
委
ね
る
こ
と
と
し
た
。
一
一
月
二
一
目
、
北
京
に
到
着
し
た
小
村
は
、
内
田
康
哉
駐
清
公
使
と
と
も
に
、
一
七
日

か
ら
慶
親
王
・
輩
鴻
機
・
衷
世
凱
と
の
交
渉
を
開
始
し
、
ま
ず
、
一
〇
月
二
七
日
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
日
本
側
要
求
案
を
提
出
し
、
東
清
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

南
満
支
線
の
・
シ
ア
か
ら
日
本
へ
の
譲
渡
と
と
も
に
、
目
本
が
安
奉
鉄
道
を
維
持
し
経
営
し
て
ゆ
く
こ
と
に
つ
い
て
清
国
の
同
意
を
求
め
た
。
し

か
し
清
国
は
、
二
月
二
二
日
、
東
清
鉄
道
南
満
支
線
に
つ
い
て
は
大
筋
に
お
い
て
日
本
の
要
求
を
受
諾
し
た
も
の
の
、
安
奉
鉄
道
に
っ
い
て

は
、
日
清
交
渉
成
立
後
の
五
年
間
に
限
つ
て
日
本
の
経
営
権
を
認
め
な
が
ら
も
、
そ
の
後
の
取
り
扱
い
は
鉄
道
を
撤
去
す
る
か
も
し
く
は
清
国
に

売
却
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
た
。
日
本
は
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
清
国
の
回
答
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
安
奉
鉄
道
に
つ
い
て
も
東
清
鉄
道
南
満
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

線
と
同
一
の
条
件
で
日
本
が
経
営
す
る
こ
と
を
改
め
て
要
求
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
一
月
二
五
日
に
開
か
れ
た
第
四
回
交
渉
で
は
、
小
村
は
、
日

露
戦
争
の
経
験
か
ら
、
日
本
の
南
満
州
に
お
け
る
鉄
道
経
営
が
対
露
戦
略
上
不
可
欠
で
あ
る
と
の
観
点
に
立
ち
、
安
奉
鉄
道
に
つ
い
て
、
東
清
鉄

道
南
満
支
線
と
同
一
に
取
り
扱
う
よ
う
力
説
し
た
が
、
衰
が
強
く
反
対
し
た
た
め
、
安
奉
鉄
道
の
租
借
期
限
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
三
三
年
の
租
借

期
限
が
残
つ
て
い
る
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
は
別
に
、
二
五
年
を
提
案
し
た
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
二
五
年
間
の
租
借
期
限
は
、
真
の
主
張
す
る

五
年
と
は
な
お
開
き
が
あ
り
す
ぎ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
小
村
は
、
安
奉
鉄
道
を
商
工
業
用
に
も
供
す
る
た
め
に
は
改
良
工
事
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
た
め
に
費
用
を
投
じ
る
結
果
、
安
奉
鉄
道
の
営
業
収
支
が
償
わ
れ
る
ま
で
に
は
相
当
の
年
数
が
か
か
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
安
奉
鉄

道
の
経
営
は
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
同
一
の
会
社
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
安
奉
鉄
道
の
収
支
の
み
を
分
離
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

指
摘
し
た
が
、
蓑
の
譲
歩
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
＝
二
　
　
（
五
六
一
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
四
　
　
（
五
六
二
）

　
こ
の
よ
う
に
、
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
間
の
対
立
は
日
本
が
安
奉
鉄
道
を
経
営
す
る
租
借
年
限
に
あ
つ
た
。
清
国
側
は
、
す
で
に
安
奉
鉄
道

が
日
本
に
よ
つ
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
は
原
則
的
に
同
意
し
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
間
題
は
、
双
方
の
主
張
す
る
租
借
年
数
を
調
整
す
る
こ
と
に

尽
ぎ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
一
月
二
六
日
の
第
五
回
交
渉
で
は
、
ま
ず
衰
が
譲
歩
し
、
租
借
期
限
を
一
〇
年
と
し
て
そ
の
後
は
清
国
が
買
収
す
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
小
村
と
し
て
は
、
安
奉
鉄
道
の
租
借
期
限
が
五
年
や
一
〇
年
で
は
、
日
本
が
そ
れ
を
商
工
業
に
も
利
用
で
き
る
よ
う

に
改
良
す
る
費
用
を
回
収
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
、
衰
の
新
し
い
提
案
に
も
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
。
そ
こ
で
小
村
は
、

そ
の
租
借
期
限
に
つ
い
て
、
日
清
問
の
交
渉
妥
結
後
二
〇
年
も
し
く
は
安
奉
鉄
道
の
改
良
工
事
終
了
後
一
五
年
と
い
う
二
案
を
提
示
し
、
衰
に
そ

の
一
方
を
選
択
す
る
よ
う
求
め
た
が
、
褒
は
、
大
幅
な
改
良
に
よ
つ
て
清
国
が
後
日
そ
れ
を
買
収
し
よ
う
と
す
る
時
の
価
格
が
高
騰
す
る
こ
と
を

恐
れ
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
の
程
度
に
つ
い
て
日
本
が
清
国
に
協
議
を
行
う
よ
う
小
村
に
求
め
た
が
、
小
村
が
こ
れ
に
応
じ
な
か
つ
た
た
め
、
合
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
達
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
一
一
月
二
八
目
の
第
六
回
交
渉
で
は
、
衰
は
、
日
本
が
安
奉
鉄
道
を
商
工
業
利
用
に
も
供
せ

ら
れ
る
よ
う
改
良
し
て
引
き
続
き
経
営
す
る
こ
と
を
認
め
、
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、
日
本
軍
の
南
満
州
か
ら
の
撤
兵
の
た
め
に
必
要
な
一
ニ
カ

月
す
な
わ
ち
一
年
間
を
除
い
て
、
二
年
間
を
限
度
と
し
、
そ
の
後
の
日
本
に
よ
る
経
営
年
数
を
一
五
年
と
す
る
こ
と
で
合
意
が
成
立
し
た
。
ま
た

日
本
の
租
借
期
限
終
了
後
は
安
奉
鉄
道
は
公
正
な
価
格
で
清
国
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
他
方
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
の
程
度
に
つ
い
て
も
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

清
間
で
改
め
て
協
議
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
軍
用
鉄
道
の
商
工
業
へ
の
利
用
を
も
可
能
と
す
る
改
良
工
事
に
つ
い
て

は
、
蓑
は
、
橋
梁
等
の
不
完
全
部
分
を
改
修
す
る
部
分
的
改
良
と
理
解
し
た
の
に
対
し
、
小
村
は
、
軽
便
鉄
道
を
一
般
鉄
道
と
同
じ
も
の
に
転
換

す
る
全
面
的
改
造
を
考
え
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
改
良
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
結
局
、
日
清
間
の
了
解
の
差
異
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
と
し
て
、
日
清
間
に
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
問
題
を
再
び
引
ぎ
起
す
原
因
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
し
て
、
明
治
三
八
年
一
二
月
二
二
日
、
日
清
満
州
善
後
条
約
が
調
印
さ
れ
、
そ
の
付
属
協
定
第
六
条
に
お
い
て
、
清
国
は
日
本
に
ょ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

安
奉
鉄
道
の
改
良
と
経
営
と
を
承
認
す
る
こ
と
と
な
つ
た
。
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北
京
か
ら
帰
国
し
た
小
村
は
、
明
治
三
九
年
一
月
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
駐
日
大
使
と
会
い
、
日
清
交
渉
の
結
末
に
つ
い
て
伝
え

る
と
と
も
に
、
安
奉
鉄
道
に
関
し
て
は
、
そ
れ
が
京
義
鉄
道
の
延
長
線
で
あ
る
が
た
め
に
、
日
本
に
と
つ
て
極
め
て
価
値
の
高
い
権
益
で
あ
る
こ

と
を
強
調
し
た
。
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
は
、
他
方
、
実
際
に
安
奉
鉄
道
を
視
察
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
軍
人
か
ら
、
そ
の
標
準
軌
へ
の
改
築
に
は
多
額
の

費
用
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
聞
き
、
日
清
条
約
の
規
定
に
し
た
が
つ
て
清
国
が
こ
れ
を
買
収
す
る
と
し
て
も
、
か
な
り
の
困
難
が
伴
う
と
予
想
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

れ
る
こ
と
を
ロ
ン
ド
ン
に
報
告
し
て
い
る
。
ま
た
一
方
日
本
側
に
お
い
て
も
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
に
つ
い
て
、
陸
軍
の
南
満
州
か
ら
の
撤
退
に
必

要
と
認
め
ら
れ
た
一
ニ
ヵ
月
を
加
え
て
も
、
明
治
四
一
年
末
ま
で
に
は
そ
れ
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
そ
の
改
良
の
程
度
に
つ
い
て
も

日
清
間
で
改
め
て
協
議
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
た
め
、
安
奉
鉄
道
の
経
営
母
体
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
の
改
築
方
針
に
つ
い
て
早
急
に
決

定
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
つ
た
。
し
か
し
安
奉
鉄
道
の
経
営
は
、
単
に
安
東
－
奉
天
間
の
鉄
道
経
営
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
露
戦
争
後
の
日
本

の
対
満
州
政
策
や
南
満
州
の
鉄
道
経
営
全
体
と
密
接
に
関
連
し
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
明
治
三
九
年
六
月
七
目
、
勅
令
第
一
四
二
号
に
よ
つ
て

満
鉄
の
設
立
が
決
め
ら
れ
、
つ
い
で
八
月
一
目
、
外
務
・
大
蔵
・
逓
信
三
相
の
命
令
に
よ
つ
て
安
奉
鉄
道
も
満
鉄
に
よ
つ
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

明
ら
か
に
さ
れ
る
ま
で
、
経
営
方
針
の
確
立
は
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
臨
時
軍
用
鉄
道
監
部
は
、
明
治
三
九
年
四

月
一
日
か
ら
、
軍
事
輸
送
に
差
し
つ
か
え
な
い
範
囲
で
、
安
奉
鉄
道
に
お
け
る
一
般
の
貨
物
お
よ
び
乗
客
の
輸
送
を
始
め
て
い
た
が
、
七
月
七

日
、
前
年
の
一
〇
月
に
野
戦
鉄
道
提
理
蔀
が
制
定
し
た
野
戦
鉄
道
普
通
輸
送
規
定
に
習
い
、
安
奉
鉄
道
普
通
輸
送
規
定
を
作
成
し
、
軍
用
軽
便
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

道
の
ま
ま
一
般
の
利
用
を
開
始
し
た
。

　
ま
た
、
前
述
の
八
月
一
日
の
三
相
連
名
に
よ
る
命
令
で
は
、
満
鉄
が
経
営
す
る
こ
と
に
な
る
南
満
州
の
す
べ
て
の
鉄
道
は
、
満
鉄
開
業
後
三
年

以
内
に
す
べ
て
の
軌
道
を
標
準
軌
に
改
築
し
て
統
一
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
、
安
奉
鉄
道
に
つ
い
て
も
満
鉄
開
業
後
三
年

以
内
に
軍
用
軽
便
軌
道
を
標
準
軌
に
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
工
事
に
関
し
て
そ
の
最
初
の
方
針
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ

た
。
と
り
わ
け
南
満
州
の
鉄
道
の
ゲ
ー
ジ
が
標
準
軌
に
統
一
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
は
、
そ
れ
が
日
本
の
朝
鮮
半
島
に
お
い
て
建
設
し
て
き
た
鉄
道
の

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二
六
　
　
（
五
六
四
）

ゲ
ー
ジ
と
も
同
一
で
あ
る
た
め
に
、
鴨
緑
江
河
口
岸
の
安
東
と
新
義
州
と
を
結
ぶ
鉄
橋
を
架
橋
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
安
奉
鉄
道
は
京
義
鉄
道
と

直
通
し
、
満
韓
鉄
道
連
絡
の
機
能
を
一
層
強
く
持
つ
こ
と
に
な
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
明
治
三
九
年
九
月
一
日
、
臨
時
軍
用
鉄
道
監
部
が
解
散
さ

れ
た
た
め
、
安
奉
鉄
道
は
野
戦
鉄
道
提
理
部
に
移
管
さ
れ
、
さ
ら
に
明
治
四
〇
年
四
月
一
日
、
満
鉄
の
開
業
と
と
も
に
野
戦
鉄
道
提
理
部
か
ら
満

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

鉄
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
安
奉
鉄
道
は
満
鉄
に
よ
つ
て
経
営
さ
れ
、
満
鉄
の
も
と
で
軌
道
の
改
築
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
満
鉄
は
、
開
業
と
と
も
に
、
野
戦
鉄
道
提
理
部
か
ら
引
ぎ
継
い
だ
軍
用
鉄
道
の
整
備
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
主
眼
は
南
満
支

線
に
あ
つ
て
、
大
連
ー
長
春
間
の
軌
道
の
改
造
お
よ
び
大
連
－
蘇
家
屯
問
の
複
線
化
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
た
た
め
に
、
安
奉
鉄
道
の
改
築
に
着

手
す
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
間
安
奉
鉄
道
の
沿
線
で
は
、
鉄
道
守
備
隊
の
配
置
や
本
漢
湖
炭
鉱
の
採
掘
権
を
め
ぐ
る
問

題
が
起
り
、
日
清
間
で
交
渉
が
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
鉄
道
守
備
隊
の
問
題
と
い
う
の
は
、
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
は
異
な

り
、
そ
の
鉄
道
付
属
地
は
そ
れ
が
・
シ
ア
の
支
配
下
に
あ
つ
た
時
か
ら
確
定
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
安
奉
鉄
道
に
は
そ
れ
が
ま
だ
決
め
ら
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

は
い
な
か
つ
た
た
め
に
、
清
国
は
、
日
本
の
安
奉
鉄
道
守
備
隊
の
派
遣
を
認
め
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
鉄
道
守
備
隊

を
派
兵
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
が
駐
屯
す
る
鉄
道
付
属
地
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
は
、
安
奉
鉄
道
の
路
線
を
確
定
す
る

必
要
が
あ
つ
た
。
一
方
、
本
渓
湖
を
は
じ
め
と
す
る
安
奉
鉄
道
沿
線
鉱
山
の
採
掘
権
に
つ
い
て
も
、
日
清
満
州
善
後
条
約
付
属
取
極
に
お
い
て
、

清
国
は
鉄
道
付
属
地
内
で
の
日
本
の
採
掘
権
を
認
め
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
清
国
と
し
て
は
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
工
事
に
ょ
つ
て
も
、
現
状
の
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

線
に
変
更
の
な
い
こ
と
が
前
提
に
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
問
題
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
安
奉
鉄
道
の
改
良
工
事
は
、
軽
便
鉄

道
か
ら
標
準
軌
道
へ
と
改
造
さ
れ
て
も
、
そ
の
路
線
に
変
更
が
生
じ
る
か
ど
う
か
が
問
題
で
あ
つ
た
。

　
明
治
四
〇
年
七
月
三
日
、
奉
天
の
安
奉
鉄
道
沿
線
鉱
山
問
題
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
に
お
い
て
、
清
国
側
は
、
萩
原
守
一
在
奉
天
総
領
事
に
対
し

て
、
改
築
の
結
果
安
奉
鉄
道
の
路
線
に
変
更
が
生
じ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
照
会
し
て
き
た
。
こ
の
報
告
を
受
け
た
林
董
外
相
は
、
満
鉄
で
は
安
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奉
鉄
道
の
路
線
変
更
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
日
本
政
府
と
し
て
は
、
改
築
に
よ
つ
て
路
線
に
多
少
の
変
更
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

生
じ
る
と
し
て
も
、
大
筋
に
お
い
て
変
更
す
る
つ
も
り
が
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
よ
う
萩
原
に
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
府
の
方
針
に
対
し
て
、

八
月
二
一
日
、
後
藤
新
平
満
鉄
総
裁
は
、
山
座
円
次
郎
外
務
省
政
務
局
長
に
宛
て
て
、
安
奉
鉄
道
の
改
築
後
の
路
線
に
つ
い
て
、
安
東
か
ら
奉
天

で
は
な
く
大
石
橋
へ
と
す
る
計
画
を
示
し
て
き
た
。
ま
た
、
九
月
二
日
に
も
、
大
島
関
東
都
督
よ
り
外
務
省
に
後
藤
の
考
え
方
が
伝
え
ら
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

九
月
六
日
、
林
外
相
は
大
島
都
督
に
対
し
て
、
政
府
に
は
路
線
変
更
の
計
画
は
全
く
な
い
こ
と
を
回
答
し
た
。
ま
た
林
は
清
国
に
対
し
て
も
、
本

漢
湖
炭
鉱
の
採
掘
権
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
安
奉
鉄
道
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
技
術
上
経
済
上
の
必
要
を
除
い
て
そ
の
路
線
に
変
更
を
加
え
る
意

思
の
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
満
鉄
は
、
依
然
と
し
て
、
安
東
か
ら
大
石
橋
へ
の
路
線
変

　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

更
に
固
執
し
て
い
た
。
ま
た
一
方
陸
軍
に
お
い
て
は
、
戦
略
的
な
見
地
か
ら
安
東
か
ら
の
鉄
道
が
吉
林
へ
延
び
る
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
も
、
現

状
の
安
東
－
奉
天
間
は
い
わ
ば
最
低
の
条
件
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
陸
軍
は
、
京
義
鉄
道
に
直
通
す
る
鉄
道
を
少
な
く
と
も
奉
天
よ
り
北
の

満
州
中
央
部
へ
進
出
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
タ
シ
ア
の
潜
在
的
な
脅
威
に
対
抗
し
よ
う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
安
奉
鉄
道
改
築
後

の
路
線
に
つ
い
て
は
、
満
鉄
と
陸
軍
と
の
間
で
調
整
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
が
、
明
治
四
一
年
四
月
九
日
、
寺
内
陸
相
は
、
林
外
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
W
）

に
対
し
て
、
安
奉
鉄
道
を
現
行
路
線
に
お
い
て
改
築
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ
と
を
報
告
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
陸
軍
と
満
鉄
と
の
対
立
は
、

軍
政
か
ら
民
政
へ
と
移
さ
れ
た
後
の
日
本
の
満
州
経
営
に
つ
い
て
、
そ
の
中
心
を
奉
天
と
す
る
か
大
連
と
す
る
か
と
い
つ
た
考
え
方
の
違
い
に
も

よ
つ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
陸
軍
に
お
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
安
奉
鉄
道
に
対
す
る
軍
事
的
価
値
を
対
露
戦
略
の
一
環
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

高
く
評
価
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
の
た
め
に
、
満
鉄
に
お
け
る
安
奉
鉄
道
改
築
の
準
備
は
大
き
く
遅
れ
て
い
た
。
明
治
四
一
年
三
月
二
〇
日
、
外
務
省
は
、

衆
議
院
議
員
加
瀬
椿
逸
の
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
に
対
す
る
再
質
間
書
の
中
で
、
日
清
条
約
第
六
条
に
よ
る
期
限
内
に
改
築
工
事
を
完
了
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
扮
）

は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
明
治
四
一
年
末
ま
で
の
改
築
期
限
は
着
工
す
る
に
い
た
る
こ
と
す
ら
な
く
過
ぎ
去
つ
た
。
こ
の
た
め
、

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
七
　
　
（
五
六
五
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
三
八
　
　
（
五
六
六
）

政
府
か
ら
満
鉄
に
与
え
ら
れ
て
い
た
安
奉
鉄
道
改
築
期
限
は
明
治
四
三
年
三
月
ま
で
で
あ
つ
た
が
、
政
府
命
令
の
期
限
内
に
改
築
工
事
を
竣
工
さ

せ
る
た
め
に
は
、
早
急
に
、
安
奉
鉄
道
の
改
築
内
容
に
つ
い
て
、
清
国
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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（
1
）
　
明
治
三
八
年
『
O
月
二
七
日
、
桂
内
閣
々
議
決
定
。
（
外
務
省
編
、
『
日
本
外
交
文
書
』
第
三
八
巻
第
』
冊
第
八
八
文
書
。
以
下
、
　
『
外
文
』
三
八
ー
｝
、
八
八
と
略
す
）
。

（
2
）
　
明
治
三
八
年
一
一
月
一
七
日
、
在
北
京
小
村
全
権
来
電
第
一
七
・
一
九
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
三
八
－
一
、
一
〇
二
）
。

（
3
）
　
明
治
三
八
年
一
一
月
二
二
日
、
在
北
京
小
村
全
権
来
電
第
三
7
三
三
号
。
（
以
上
、
　
『
外
文
』
三
八
ー
一
、
一
〇
五
お
よ
び
一
〇
六
）
。

（
4
）
　
明
治
三
八
年
一
一
月
二
六
日
、
在
北
京
小
村
全
権
来
電
第
四
一
号
。
（
『
外
文
』
三
八
i
』
、
一
一
〇
）
。

　
「
日
清
交
渉
談
判
筆
記
、
第
四
回
本
会
議
」
（
『
外
文
』
三
八
ー
一
、
一
四
八
）
。

（
5
）
　
明
治
三
八
年
二
月
二
六
日
、
在
北
京
小
村
全
権
来
電
第
四
三
号
。
（
『
外
文
』
三
八
1
一
、
一
一
一
）
。

　
「
日
清
交
渉
談
判
筆
記
、
第
五
回
本
会
議
」
（
『
外
文
』
三
八
ー
一
、
一
四
八
）
。

（
6
）
　
明
治
三
八
年
二
月
二
九
日
、
在
北
京
小
村
全
権
来
電
第
四
六
号
。
（
『
外
文
』
三
八
1
一
、
二
二
）
。

　
「
日
清
交
渉
談
判
筆
記
、
第
六
回
本
会
議
」
（
『
外
文
』
三
八
－
一
、
一
四
八
）
。

（
7
）
　
前
掲
『
年
表
並
主
要
文
書
』
、
二
五
三
－
七
頁
。

（
8
）
　
臼
o
犀
旨
・
冨
昌
ま
曙
辞
ご
8
・
ω
罵
ρ
言
8
∪
○
塁
置
8
ω
畔
中
0
3
ざ
象
8
暮
9
乞
ρ
ド
（
英
国
外
務
省
史
料
－
以
下
略
－
男
○
合
？
ミ
ー
N
）

　
　
↓
o
閃
矯
P
冒
β
奉
曙
一
ρ
一
8
①
，
ω
冒
ρ
竃
8
U
o
ロ
p
匡
ε
ω
ぽ
国
。
○
お
ざ
＆
ω
℃
暮
o
び
2
0
。
o。
●
（
閃
○
合
ヱ
刈
i
ω
）

（
9
）
　
明
治
三
九
年
六
月
七
日
、
勅
令
第
｝
四
二
号
。
「
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
設
立
二
関
ス
ル
勅
令
公
布
ノ
件
」
。

　
　
明
治
三
九
年
八
月
一
日
、
外
務
・
大
蔵
・
逓
信
三
相
発
満
鉄
設
立
委
員
長
宛
公
信
秘
鉄
第
一
四
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
三
九
ー
一
、
五
八
一
お
よ
び
五
八
三
）
。

（
1
0
）
　
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
編
『
満
州
鉄
道
建
設
誌
』
（
昭
和
『
四
年
、
同
社
）
、
五
四
頁
。

　
　
明
治
三
九
年
七
月
七
日
、
在
安
東
岡
部
領
事
来
信
第
二
四
号
。
（
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
記
録
分
類
番
号
ー
以
下
、
「
外
史
」
と
略
す
1
1
・
7
．
3
．
5
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

　
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
編
『
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
十
年
史
』
（
昭
和
四
九
年
、
原
書
房
）
、
一
五
九
頁
。

　
明
治
四
〇
年
六
月
三
日
、
在
奉
天
吉
田
総
領
事
代
理
来
信
機
密
第
』
二
二
号
。
（
『
外
文
』
四
〇
1
二
、
　
一
一
四
一
）
。

　
明
治
四
〇
年
七
月
『
日
、
在
奉
天
萩
原
総
領
事
来
信
機
密
第
二
二
七
号
。
（
『
外
文
』
四
〇
ー
二
、
一
〇
七
六
）
。

　
明
治
四
〇
年
七
月
三
日
、
在
奉
天
萩
原
総
領
事
来
電
第
二
一
八
号
。
七
月
四
日
、
往
電
第
一
三
六
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
〇
1
二
、

　
明
治
四
〇
年
八
月
二
一
日
、
後
藤
満
鉄
総
裁
発
山
座
外
務
省
政
務
局
長
宛
書
信
。
（
『
外
文
』
四
〇
ー
二
、
一
四
四
）
。

明
治
四
〇
年
九
月
六
日
、
林
外
相
発
大
島
関
東
都
督
宛
電
報
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

　
明
治
四
〇
年
九
月
二
〇
日
、
在
奉
天
萩
原
総
領
事
往
電
第
一
八
O
号
。
九
月
二
二
日
、
来
信
機
密
第
一
八
『
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』

一
〇
八
O
お
よ
び
一
〇
八
一
）
。

四
〇
1
二
、
　
　
一
〇
七
お
よ
び
　
　
叫
四



　五）。

　
明
治
四
一
年
一
月
二
五
日
、
在
奉
天
加
藤
総
領
事
来
電
第
一
〇
号
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

（
1
7
）
明
治
四
｝
年
四
月
九
日
、
陸
軍
工
兵
課
「
安
奉
鉄
道
改
築
ノ
件
」
（
防
衛
庁
防
衛
研
修
所
戦
史
部
所
蔵
史
料
－
以
下
、
「
戦
史
」
と
略
す
ー
密
大
日
記
、
M
四
一
－
二
）
。

　
明
治
四
一
年
四
月
九
日
、
寺
内
陸
相
発
林
外
相
宛
公
信
陸
密
第
五
四
号
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

（
1
8
）
　
明
治
四
二
年
八
月
二
五
日
、
星
野
関
東
都
督
府
陸
軍
参
謀
長
発
石
本
陸
軍
次
官
宛
公
信
関
都
陸
部
参
発
第
五
』
四
号
。
（
「
戦
史
」
密
大
日
記
、
M
四
二
－
三
）
。

（
1
9
）
　
明
治
四
｝
年
三
月
二
〇
日
、
林
外
相
発
松
田
衆
議
院
議
長
宛
公
信
送
第
六
号
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

三
、
安
奉
鉄
道
改
築
間
題

　
明
治
四
二
年
一
月
二
六
日
、
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
の
た
め
の
測
量
を
開
始
し
よ
う
と
し
た
満
鉄
は
、
清
国
側
に
対
し
て
測
量
技
師
の
派
遣
を
求

め
た
が
、
清
国
側
は
、
日
清
条
約
に
規
定
さ
れ
た
改
築
期
限
が
経
過
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
測
量
技
師
の
派
遣
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ

（
1
）た

。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
日
清
満
州
善
後
条
約
付
属
協
定
第
六
条
に
お
い
て
、
日
本
は
、
満
州
か
ら
の
撤
兵
の
た
め
に
必
要
と
し
た
一
二
ヵ

月
を
含
め
て
も
、
調
印
後
三
年
す
な
わ
ち
明
治
四
一
年
末
ま
で
に
、
改
築
工
事
を
竣
工
さ
せ
て
い
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
再
度
外
相
に
就
任
し
て
い
た
小
村
は
、
総
計
一
八
年
（
撤
兵
期
間
一
年
、
改
築
期
間
二
年
、
租
借
期
聞
一
五
年
）
に
お
よ
ぶ
日
本
の
安
奉
鉄
道

租
借
期
限
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
そ
の
範
囲
内
で
の
改
築
期
限
の
延
長
を
清
国
に
求
め
る
よ
う
伊
集
院
公
使
に
訓
令
し
た
。
こ
の
回
答
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

一
応
満
足
し
た
清
国
は
、
二
月
二
日
、
測
量
技
師
の
派
遣
に
応
じ
る
こ
と
を
回
答
し
た
。
清
国
と
し
て
も
、
目
本
の
改
築
期
限
延
期
要
請
と
対
立

し
て
新
た
な
問
題
を
引
き
起
す
よ
り
は
、
租
借
期
限
全
体
に
影
響
を
お
よ
ぼ
さ
な
い
こ
と
を
日
本
が
確
約
す
る
な
ら
ば
、
目
本
の
要
求
に
と
り
た

て
て
反
対
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
三
月
一
一
日
、
奉
天
で
は
、
日
清
両
国
の
技
師
も
同
席
し
た
上
で
、
満
鉄
が
作
成
し
た
安
奉
鉄
道
改
築
計
画
に
つ
い
て
、
初
め
て
日
清
間
の
協

議
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
こ
の
席
上
清
国
側
は
、
改
築
後
の
路
線
の
う
ち
奉
天
ー
陳
相
間
が
蘇
家
屯
経
由
と
な
つ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
こ
れ
は

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
九
　
　
（
五
六
七
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
三
〇
　
　
（
五
六
八
）

改
築
と
い
う
よ
り
は
路
線
の
変
更
で
あ
り
、
条
約
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
改
築
の
範
囲
外
で
あ
る
と
の
反
対
意
見
を
示
し
て
き
た
。
も
と
も
と
軍

用
軽
便
鉄
道
と
し
て
建
設
さ
れ
た
安
奉
鉄
道
は
、
安
東
か
ら
陳
相
ま
で
き
た
路
線
が
そ
の
ま
ま
渾
河
を
渡
河
し
て
（
南
）
奉
天
に
到
達
し
て
い
た

の
に
対
し
、
満
鉄
で
は
、
渾
河
架
橋
工
事
に
つ
い
て
技
術
的
（
建
設
費
が
高
く
な
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
経
済
的
）
理
由
か
ら
難
色
を
示
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

陳
相
か
ら
満
鉄
本
線
上
の
蘇
家
屯
へ
と
進
み
、
蘇
家
屯
ー
奉
天
間
は
現
行
の
満
鉄
を
複
線
化
し
て
併
用
す
る
と
い
う
計
画
を
た
て
て
い
た
。
そ
の

た
め
清
国
側
は
、
陳
相
－
奉
天
間
に
つ
い
て
は
改
築
と
い
う
よ
り
は
路
線
の
変
更
に
あ
た
る
と
し
て
、
反
対
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
に
続
い
て
満
鉄
は
、
満
鉄
の
計
画
し
た
安
奉
鉄
道
改
築
案
に
沿
つ
て
、
清
国
側
技
師
の
立
会
い
を
求
め
て
測
量
を
行
つ
た
。
し
か
し
清

国
側
は
、
安
東
－
陳
相
間
に
つ
い
て
は
満
鉄
の
改
築
計
画
に
同
意
し
な
が
ら
も
、
陳
相
f
奉
天
間
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
反
対
の
態
度
を
変

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

え
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
清
国
の
反
対
の
背
景
に
は
、
陳
相
－
奉
天
間
の
路
線
変
更
問
題
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
五
年
後
の
安

奉
鉄
道
租
借
期
限
満
了
の
際
に
清
国
が
買
収
す
る
に
あ
た
り
、
奉
天
ー
蘇
家
屯
間
は
満
鉄
本
線
と
併
用
す
る
た
め
に
、
日
清
満
州
善
後
条
約
の
規

定
の
よ
う
に
、
安
東
－
奉
天
問
全
線
の
買
収
は
で
き
な
い
と
い
う
不
満
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
し
か
も
こ
の
間
に
、
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
変
更
問
題
と
は
別
に
、
日
本
の
安
奉
鉄
道
に
対
す
る
鉄
道
付
属
地
の
設
定
お
よ
び
鉄
道
守
備
隊
の

派
遣
を
認
め
な
い
と
の
意
思
が
、
清
国
側
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
の
問
題
は
、
直
接
的
に
は
改
築
問
題
と
関
係
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
先
の
日
清
交
渉
に
お
い
て
、
小
村
は
、
安
奉
鉄
道
に
対
す
る
日
本
の
権
利
が
東
清
鉄
道
南
満
支
線
と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
苦
慮
し
て
き
た

だ
け
に
、
清
国
側
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
照
会
に
対
し
て
は
、
日
清
条
約
を
事
実
上
修
正
す
る
こ
と
に
な
る
と
述
べ
て
強
く
反
対
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
三
月
二
〇
日
、
清
国
は
、
日
清
条
約
に
お
い
て
日
本
の
安
奉
鉄
道
付
属
地
の
設
定
や
守
備
隊
の
派
遣
を
認
め
た
条
項
は
な
い
と
し
て
、
清

国
が
新
た
に
安
奉
鉄
道
沿
線
に
鉄
道
警
察
隊
を
置
い
て
鉄
道
の
保
護
に
あ
た
ら
せ
る
と
い
う
提
案
を
示
し
た
た
め
、
小
池
在
奉
天
総
領
事
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
ら
三
つ
の
問
題
に
つ
い
て
政
府
の
交
渉
方
針
を
決
め
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
四
月
二
〇
日
、
小
村
は
対
清
交
渉
の
方
針
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

日
本
側
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
問
題
と
改
築
問
題
を
分
離
し
て
取
り
扱
う
と
い
う
希
望
を
持
つ
て
い
た
が
、
反
対
に
清
国
側
は
こ
れ
ら
す
べ
て
を
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一
括
し
て
討
議
し
よ
う
と
し
て
い
た
た
め
、
ど
ち
ら
の
場
合
で
も
交
渉
に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
清
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

側
が
す
で
に
同
意
し
て
い
る
安
東
－
陳
相
問
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
改
築
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
を
第
一
に
し
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
側
の
交
渉
準
備
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
国
側
は
何
ら
日
本
と
の
交
渉
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
－
つ
た
。
こ
の
理
由
の
ひ
と

つ
に
は
、
す
で
に
二
ヵ
月
も
前
か
ら
東
三
省
総
督
除
世
昌
の
交
代
が
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
つ
た
が
、
安
奉
鉄
道
を
南
満
州
鉄
道
の

一
部
と
考
え
る
日
本
と
独
立
し
た
鉄
道
と
考
え
る
清
国
の
認
識
の
違
い
が
、
目
清
間
の
交
渉
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
つ
て
い
た
。
こ
の
時
期
、

イ
ギ
リ
ス
の
奉
天
総
領
事
代
理
・
バ
ー
ト
・
ウ
イ
ル
ス
も
、
日
清
交
渉
は
早
急
に
妥
結
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
清
国
側
の
見
解
を
入
手
し
て
い

（
7
）る

。
五
月
一
八
日
、
北
京
か
ら
の
安
奉
鉄
道
に
関
す
る
新
し
い
訓
令
が
奉
天
に
届
い
た
が
、
安
奉
鉄
道
を
管
轄
す
る
現
地
の
東
三
省
総
督
を
は
じ

め
、
中
央
政
府
に
お
い
て
安
奉
鉄
道
の
主
管
と
な
る
郵
伝
部
で
人
事
異
動
が
あ
り
、
新
し
い
訓
令
が
た
だ
ち
に
日
本
側
へ
伝
達
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
つ
た
が
、
目
本
側
の
探
知
し
た
そ
の
内
容
に
は
、
路
線
の
変
更
問
題
に
加
え
て
、
標
準
軌
へ
の
軌
道
の
改
築
に
つ
い
て
も
反
対
す
る
こ
と
が
含

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
報
告
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
小
村
に
と
つ
て
は
意
外
な
も
の
で
あ
つ
た
。
す
な
わ
ち
、
安
奉
鉄
道
を
商
工
業
に
も
利
用

す
る
た
め
の
改
良
工
事
は
、
鉄
道
の
連
続
性
と
い
う
観
点
か
ら
も
標
準
軌
に
統
一
す
べ
ぎ
で
あ
る
と
小
村
は
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が

つ
て
、
小
村
に
と
つ
て
、
安
奉
鉄
道
の
軌
道
を
標
準
軌
に
改
築
す
る
こ
と
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
は
、
条
約
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
た
安
奉
鉄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

道
の
改
良
工
事
そ
の
も
の
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
に
同
じ
で
あ
つ
た
。
日
本
側
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
清
国
側
の
意
思
を
確
認
す
る
た
め
に
、
六

月
一
日
に
は
奉
天
に
お
い
て
、
ま
た
四
日
に
は
北
京
に
お
い
て
清
国
側
の
回
答
を
促
し
た
が
、
日
本
は
清
国
か
ら
何
の
回
答
も
得
る
こ
と
は
で
き

な
か
つ
た
。
六
月
一
二
日
、
小
村
は
伊
集
院
に
対
し
て
、
清
国
が
日
清
条
約
を
遵
守
し
て
日
本
の
安
奉
鉄
道
改
築
に
応
じ
る
よ
う
に
、
清
国
に
申

し
入
れ
る
こ
と
を
命
じ
、
さ
ら
に
六
月
二
二
日
の
閣
議
に
お
い
て
、
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
変
更
問
題
は
後
日
の
交
渉
課
題
と
し
て
残
す
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

も
、
安
東
－
陳
相
間
の
標
準
軌
へ
の
軌
道
改
築
に
着
手
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
の
決
定
は
、
陳
相
i
奉
天
間
を
除
外
し
た
も
の
の
、
清
国
の

反
対
に
応
じ
る
こ
と
な
く
、
京
義
鉄
道
と
満
鉄
本
線
と
を
連
絡
す
る
安
奉
鉄
道
の
価
値
を
再
確
認
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
し
た
が
つ
て
安
奉
鉄

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
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〇
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道
の
軌
道
の
改
築
は
、
目
本
と
し
て
は
、
絶
対
に
譲
歩
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
条
件
と
な
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
日
本
の
こ
の
よ
う
な
動
き
に
対
応
し
て
、
清
国
は
、
六
月
二
四
目
、
奉
天
に
お
い
て
、
日
本
の
安
奉
鉄
道
改
築
要
求
に
対
す
る
回

答
を
提
示
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
た
こ
と
は
、
路
線
変
更
問
題
お
よ
び
軌
道
改
築
間
題
の
ほ
か
、
鉄
道
付
属
地
の
設
定
問
題
や
守
備
隊

の
派
遣
問
題
等
の
一
〇
項
目
に
わ
た
つ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
す
で
に
清
国
側
か
ら
日
本
側
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
し
た
が
つ
て
日
本
側
に
と
っ
て

何
ら
満
足
す
べ
ぎ
も
の
は
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
清
国
の
回
答
に
接
し
た
小
池
は
、
安
奉
鉄
道
に
は
関
係
し
て
い
て
も
、
改
築
問
題

に
直
接
関
係
の
な
い
間
題
を
分
離
し
て
、
改
築
問
題
の
み
に
つ
い
て
交
渉
に
応
じ
る
よ
う
求
め
た
が
、
清
国
側
は
こ
れ
を
拒
否
し
た
。
ま
た
北

京
に
お
い
て
も
、
六
月
二
六
目
、
標
準
軌
へ
の
軌
道
改
築
を
拒
絶
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
伊
集
院
は
清
国
側
に
対
し
て
重
ね
て
再
検
討
を
求
め
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

が
、
清
国
は
譲
歩
を
し
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
清
国
側
の
態
度
は
、
日
本
側
に
は
清
国
が
あ
た
か
も
日
清
条
約
を
遵
守
す
る
意
思

す
ら
な
く
、
た
だ
日
本
の
安
奉
鉄
道
の
改
築
を
妨
害
す
る
た
め
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
小
池
は
、
工
事
遅
延
の
期
間
は
そ
の
ま
ま
目
本
の
安
奉
鉄
道

租
借
期
間
に
加
算
し
て
租
借
期
限
を
延
期
す
る
な
ど
清
国
に
対
し
て
強
硬
な
姿
勢
を
示
す
よ
う
に
、
小
村
に
上
申
し
て
き
て
い
る
。
し
か
し
清
国

は
こ
の
よ
う
な
日
本
の
抗
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
交
渉
に
す
ら
応
じ
る
気
配
を
示
さ
な
か
つ
た
た
め
、
七
月
一
二
目
、
小
村
は
、
伊
集
院
お
よ
び
小

池
に
対
し
て
、
六
月
二
二
日
の
閣
議
決
定
に
基
づ
く
要
求
を
清
国
に
提
出
す
る
よ
う
命
じ
た
。
伊
集
院
は
、
七
月
二
二
日
、
清
国
が
交
渉
に
応
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

る
こ
と
を
強
く
求
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
日
本
の
強
硬
な
姿
勢
に
対
し
て
、
清
国
側
は
、
奉
天
現
地
に
お
い
て
、
七
月
二
七
日
、
す
で
に
清
国
が
提
案
し
て
い
る
一
〇
項
目

に
つ
い
て
、
目
本
が
項
目
別
に
諾
否
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
小
村
は
こ
の
よ
う
な
細
目
に
わ
た
る
交
渉
の
前
に
、
改
築

問
題
そ
の
も
の
に
つ
い
て
清
国
の
同
意
を
得
惹
こ
と
が
先
で
あ
る
と
し
て
、
清
国
側
の
要
求
に
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
ま
た
、
八
月
四
目

に
も
、
清
国
側
が
、
先
に
提
示
し
た
一
〇
項
目
の
う
ち
、
改
築
問
題
と
他
の
九
項
目
と
に
わ
け
て
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
日
本
が
譲
歩
す
れ
ば
、
他

の
残
つ
た
問
題
に
つ
い
て
清
国
側
が
譲
歩
す
る
と
の
妥
協
案
を
示
し
た
が
、
小
池
は
、
改
築
問
題
に
対
す
る
清
国
の
同
意
が
前
提
で
あ
る
こ
と
を
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（
1
2
）

強
調
し
て
、
こ
の
提
案
に
も
応
じ
な
か
つ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
奉
天
に
お
け
る
交
渉
は
行
き
づ
ま
つ
て
い
た
が
、
一
方
北
京
に
お
げ
る
交
渉

も
、
七
月
コ
一
百
の
伊
集
院
の
照
会
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
日
本
側
の
督
促
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
国
か
ら
は
何
の
回
答
も
示
さ
れ
な
い
ま
ま
に

な
つ
て
い
た
。
こ
こ
に
い
た
り
、
八
月
二
日
、
小
村
は
安
奉
鉄
道
の
改
築
に
つ
い
て
清
国
の
同
意
を
待
つ
こ
と
な
く
断
行
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

を
清
国
に
通
告
す
る
よ
う
伊
集
院
に
訓
令
し
た
。
八
月
六
日
、
伊
集
院
は
こ
れ
を
清
国
に
通
告
す
る
と
と
も
に
、
目
本
政
府
は
満
鉄
に
安
奉
鉄
道
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

改
築
作
業
に
着
手
す
る
よ
う
命
じ
、
こ
れ
を
受
け
た
満
鉄
は
、
翌
目
か
ら
そ
の
改
築
工
事
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
日
本
が
清
国
に
対
し
て

安
奉
鉄
道
の
改
築
断
行
を
通
告
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
は
大
き
く
そ
の
存
在
を
列
強
諸
国
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
が
、

そ
れ
に
は
「
タ
イ
ム
ズ
」
特
派
員
の
チ
ロ
ル
と
モ
リ
ソ
ン
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
七
月
二
〇
日
の
「
タ
イ
ム
ズ
」
は
、
チ

官
ル
と
モ
リ
ソ
ソ
の
記
事
を
掲
載
し
、
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
に
関
す
る
日
清
交
渉
の
行
き
づ
ま
り
を
伝
え
て
い
る
が
、
こ
の
日
・
ン
ド
ソ
で
は
、

偶
然
に
も
、
加
藤
高
明
駐
英
大
使
が
グ
レ
ー
外
相
と
会
談
し
、
こ
の
た
め
安
奉
鉄
道
問
題
に
つ
い
て
も
意
見
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た

八
月
四
目
に
も
、
「
タ
イ
ム
ズ
」
は
モ
リ
ソ
ソ
の
安
奉
鉄
道
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
こ
の
日
も
加
藤
は
グ
レ
ー
を
訪
ね
、
八
月
六
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー5
）

を
も
つ
て
日
本
は
安
奉
鉄
道
の
改
築
断
行
を
清
国
に
通
告
す
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
二
度
の
会
談
に
お
い
て
、
グ
レ
ー
は
、
鉄
道
建
設

に
関
す
る
清
国
の
対
応
は
交
渉
当
事
者
と
し
て
実
務
的
で
な
い
た
め
に
、
安
奉
鉄
道
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
目
本
が
改
築
断
行
と
い
う
強
硬

手
段
を
と
る
こ
と
も
や
む
を
え
な
い
と
述
べ
、
日
本
の
方
針
に
理
解
を
示
し
て
い
る
。
安
奉
鉄
道
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
満
州
に
お
け
る
唯
一
の
鉄
道

権
益
で
あ
る
京
奉
鉄
道
と
は
全
く
離
れ
て
お
り
、
京
奉
鉄
道
の
最
終
区
間
で
あ
る
新
奉
鉄
道
や
満
鉄
の
平
行
線
と
な
つ
た
京
奉
鉄
道
の
延
長
線
と

も
い
う
べ
き
法
庫
門
鉄
道
の
よ
う
に
、
目
本
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
差
権
益
と
は
な
り
え
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
ロ
シ
ア
の
立
場
は
ま
た
異
な
つ
て
い
た
。
八
月
八
日
、
・
シ
ア
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
代
理
大
使
オ
・
ベ
イ
ル

ソ
は
、
・
シ
ア
の
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
に
対
す
る
受
け
と
め
方
に
つ
い
て
、
日
本
に
ょ
る
安
奉
鉄
道
の
改
築
目
的
が
商
工
業
用
で
は
な
く
軍
事
輸

送
用
で
あ
り
、
清
国
に
は
目
本
の
要
求
に
抵
抗
す
る
だ
け
の
力
が
失
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
し
か
し
・
シ
ア
と
し
て
も
、
日
本
の
断
行
し
よ
う
と

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
三
　
　
（
五
七
一
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
四
　
　
（
五
七
二
）

し
て
い
る
安
奉
鉄
道
の
改
築
が
好
ま
し
く
は
な
く
と
も
、
そ
れ
に
反
対
で
き
る
だ
け
の
根
拠
を
持
つ
て
は
い
な
い
こ
と
を
、
グ
レ
ー
に
報
告
し
て

（
1
6
）

い
る
。
確
か
に
、
目
本
に
と
つ
て
の
安
奉
鉄
道
の
価
値
は
、
明
治
四
〇
年
四
月
の
帝
国
国
防
方
針
に
沿
つ
た
対
露
戦
略
上
に
あ
つ
た
。
し
た
が
つ

て
、
日
本
が
こ
の
趣
旨
に
お
い
て
改
築
を
断
行
し
よ
う
と
し
て
い
て
も
、
ロ
シ
ア
と
し
て
は
、
明
治
四
〇
年
七
月
の
日
露
満
州
鉄
道
接
続
業
務
条

約
お
よ
び
第
一
回
日
露
協
商
に
よ
つ
て
、
長
春
を
境
い
に
、
日
本
と
・
シ
ア
の
鉄
道
関
係
お
よ
び
政
治
的
関
係
は
安
定
し
て
き
て
い
た
た
め
に
、

日
本
の
改
築
断
行
に
あ
え
て
反
対
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
つ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
日
本
の
改
築
断
行
の
通
告
を
受
け
た
清
国
は
、
翌
八
月
七
目
、
伊
集
院
に
対
し
て
、
鉄
道
守
備
兵
の
安
奉
鉄
道
沿
線
へ
の
派
遣
に
は
依
然
と
し

て
反
対
の
意
思
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
も
、
安
奉
鉄
道
が
商
工
業
に
も
利
用
さ
れ
る
利
点
を
認
め
、
安
奉
鉄
道
の
改
築
に
つ
い
て
、
京
奉
鉄
道
と

同
一
の
標
準
軌
へ
の
軌
道
改
築
お
よ
び
技
術
上
必
要
な
最
小
限
の
路
線
変
更
に
応
じ
る
こ
と
を
回
答
し
て
き
た
。
こ
の
回
答
は
、
小
村
に
と
つ

て
、
一
応
満
足
の
で
き
る
も
の
で
あ
つ
た
が
、
小
村
は
、
安
東
ー
陳
相
間
は
す
で
に
日
清
両
国
の
技
師
に
よ
る
立
会
調
査
に
よ
つ
て
路
線
が
確
定

し
て
お
り
、
清
国
側
が
同
区
間
の
改
築
工
事
を
直
ち
に
承
認
す
る
こ
と
、
ま
た
他
の
細
目
に
つ
い
て
は
追
つ
て
協
議
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
守
備

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

兵
問
題
に
つ
い
て
は
特
に
触
れ
る
こ
と
な
く
無
視
す
る
よ
う
伊
集
院
に
訓
令
し
て
い
る
。
さ
ら
に
ま
た
清
国
は
、
八
月
コ
日
、
奉
天
に
お
い

て
、
目
本
の
要
求
に
応
じ
る
こ
と
を
前
提
に
、
細
目
に
関
す
る
協
議
を
開
始
し
、
満
鉄
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
改
築
工
事
を
中
止
す
る
よ
う
小

池
に
要
求
し
て
き
た
。
し
か
し
小
村
は
、
改
築
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
を
第
一
と
し
、
細
目
に
関
す
る
協
議
は
覚
書
の
成
立
後
に
開
始
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

を
強
く
命
じ
、
ま
た
満
鉄
に
よ
る
改
築
工
事
の
一
時
中
断
に
も
応
じ
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
。
八
月
二
一
百
、
小
池
は
小
村
の
訓
令
を
覚
書
案
と

し
て
清
国
側
に
提
示
し
た
と
こ
ろ
、
清
国
側
に
も
大
筋
に
お
い
て
こ
れ
を
了
承
し
、
八
月
一
九
日
、
安
奉
鉄
道
改
築
に
関
す
る
覚
書
が
奉
天
に
お

　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

い
て
調
印
さ
れ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
た
ど
り
安
奉
鉄
道
改
築
に
関
す
る
覚
書
が
成
立
し
、
日
本
は
、
明
治
三
八
年
一
二
月
の
日
清
満
州
善
後
条
約
に
お
い

て
、
最
終
的
に
は
合
意
さ
れ
て
い
な
か
つ
た
安
奉
鉄
道
の
具
体
的
な
改
築
内
容
に
つ
い
て
清
国
の
同
意
を
獲
得
し
、
満
鉄
が
す
で
に
着
手
し
て
い
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た
改
築
工
事
に
法
的
根
拠
を
与
え
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
な
が
ら
日
清
問
に
お
い
て
は
、
覚
書
第
三
条
に
あ
る
よ
う
に
、
細
目
に
つ
い
て
は

引
き
続
い
て
奉
天
に
お
い
て
協
議
が
行
わ
れ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
か
つ
た
が
、
ご
れ
ら
の
背
景
に
は
、
安
奉
鉄
道
を
満
鉄
本
線
と
同
一
に
取
り
扱
い

た
い
と
す
る
日
本
と
、
別
個
の
独
立
し
た
鉄
道
と
認
識
す
る
清
国
と
の
原
則
上
の
対
立
が
あ
り
、
容
易
に
妥
結
す
る
余
地
は
な
か
つ
た
。
こ
れ
に

加
え
て
、
改
築
断
行
に
示
さ
れ
た
よ
う
な
日
本
の
強
硬
な
姿
勢
は
、
安
奉
鉄
道
沿
線
の
清
国
人
住
民
の
反
発
を
も
招
き
、
と
り
わ
け
用
地
買
収
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
改
築
工
事
に
対
す
る
数
々
の
妨
害
と
な
つ
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。

（
1
）
　
明
治
四
二
年
一
月
二
六
日
、

（
2
）
　
明
治
四
二
年
一
月
二
八
日
、

　
O
）
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

　
「

（
6
）

（
7
）

（
8
）

在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
四
号
。
（
『
外
文
』
四
二
ー
『
、
五
五
九
）
。

在
清
国
伊
集
院
公
使
往
電
第
三
二
号
。
二
月
二
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
一
〇
号
。

（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
二
一
お
よ
び
五
六

　
明
治
四
二
年
三
月
二
百
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
一
六
号
、
来
信
機
密
公
第
二
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
－
一
、
五
六
一
お
よ
び
五
六
二
）
。

　
明
治
四
二
年
四
月
七
日
、
二
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
二
五
・
三
二
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
－
一
、
五
六
八
お
よ
び
五
六
九
）
。

　
明
治
四
二
年
三
月
一
七
日
、
二
四
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
一
七
・
一
九
号
、
来
信
機
密
公
第
二
一
号
。
三
月
一
九
日
、
往
電
第
皿
八
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
r

、
五
六
三
、
五
六
六
、
五
六
七
、
お
よ
び
五
六
五
）
。

　
明
治
四
二
年
四
月
二
〇
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
往
信
機
密
送
第
四
五
号
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
往
信
機
密
送
第
二
三
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
二
三
）
。

　
置
信
犀
号
p
竃
。
ユ
嘱
H
倉
ご
8
。
降
9
宣
四
〇
〇
p
ω
三
ー
O
g
①
揖
一
薫
ロ
一
ω
8
ω
一
肘
》
甘
a
目
導
象
8
9
0
げ
2
0
■
置
●
（
男
0
8
q
山
S
山
島
冒
o
一
〇
ω
霞
φ
）

　
明
治
四
二
年
五
月
一
入
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
四
七
号
。
（
『
外
文
』
四
二
－
一
、
五
七
一
）
。

明
治
四
二
年
六
月
三
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
往
電
第
一
六
八
号
。
（
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
二
四
）
。

明
治
四
二
年
七
月
一
二
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
往
電
第
一
二
七
号
。
七
月
一
六
日
、
来
信
機
密
第
九
五
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
三
四
お
よ
び
三
三
五
）
。

安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
五
　
　
（
五
七
三
）
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（
9
）
　
明
治
四
二
年
六
月
｝
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
五
三
号
。
（
『
外
文
』
四
二
－
一
、
五
七
二
）
。

　
　
明
治
四
二
乍
六
月
五
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
弟
｝
二
四
号
。
　
二
一
日
、
往
電
第
『
八
号
。
二
二
日
、
往
信
機
密
送
第
七
五
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
二
五
、

　
三
二
六
お
よ
び
．
、
一
二
九
）
。

（
1
0
）
　
明
治
四
二
年
六
月
二
四
日
、
二
五
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
冠
第
七
｝
・
七
五
号
。
六
月
二
六
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
一
五
三
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー

　
一
、
五
七
五
、
五
七
六
治
よ
登
、
ヨ
ご
一
）
。

（
n
）
　
明
治
四
二
年
六
月
二
八
目
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
七
七
号
、
七
月
二
一
日
往
、
闘
第
六
〇
号
。
（
『
外
文
』
四
二
1
『
、
五
七
八
お
よ
び
三
三
三
）
。



　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
六
　
　
（
五
七
四
）

（
1
2
）
　
明
治
四
二
年
七
月
二
七
日
、
八
月
四
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
九
五
・
一
〇
五
号
。
七
月
二
九
日
、
往
電
第
六
四
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
－
一
、
五
八
○
、
五
八

ひ
七
お
よ
び
五
八
一
）
。

（
1
3
）
　
明
治
四
二
年
七
月
二
八
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
信
機
密
第
【
〇
七
号
。
八
月
六
日
、
往
電
第
二
五
｝
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
三
八
お
よ
び
三
三
九
）
。

（
14
）
　
明
治
四
二
年
八
月
六
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
≡
…
号
。
（
『
外
文
』
四
二
－
一
、
三
五
〇
）
。

　
　
明
治
四
二
年
八
月
六
目
、
小
村
外
相
発
後
藤
鉄
道
院
総
裁
宛
公
信
機
密
送
第
八
四
号
。
八
月
八
日
、
中
村
満
鉄
総
裁
発
倉
知
外
務
省
政
務
局
長
宛
公
信
秘
発
第
四
四
号
。
（
以
上
、

　
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

（
1
5
）
　
明
治
四
こ
年
七
月
二
〇
日
、
在
英
国
加
藤
大
使
来
電
第
一
二
八
号
。
≡
一
日
、
来
信
機
密
第
四
』
号
。
八
月
四
日
、
来
信
公
第
一
〇
三
号
。
（
以
上
、
　
『
外
文
』
四
二
■
一
、

　
三
三
六
、
三
三
七
お
よ
び
二
六
九
）
。

　
　
害
吋
①
一
磐
O
窪
8
し
巳
網
鐸
節
》
薦
q
馨
」
一
8
9
ω
岸
国
●
9
2
8
ζ
曇
智
営
げ
。
一
“
＆
ω
髭
け
畠
2
。
ω
●
爲
ω
即
お
。
。
●
（
男
○
“
8
－
一
。
・
。
南
q
卸
ω
。。
）

（
1
6
）
　
ω
け
。
勺
①
9
障
，
の
び
鶴
憶
騨
》
q
⑩
瓢
9
　
c
o
u
H
⑩
O
P
　
家
憶
○
、
ω
o
騨
旨
o
幹
o
ω
マ
国
。
O
培
o
ざ
山
δ
唱
”
叶
o
げ
2
0
藁
U
P
（
男
○
命
O
㎝
山
り
Go
6
㎝
）

（
π
）
　
明
治
四
二
年
八
月
七
目
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
二
二
六
号
。
九
日
、
往
電
第
二
六
六
号
。
入
『
以
上
、
外
文
』
四
二
ー
一
、
三
五
六
お
よ
び
三
六
三
）
。

（
1
8
）
　
明
治
璽
一
年
八
月
一
一
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
｝
二
一
号
。
八
月
一
二
日
、
往
電
第
七
〇
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
1
一
、
五
九
六
お
よ
び
五
九
七
）
。

（
1
9
）
　
明
治
四
二
年
八
月
二
一
百
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
二
六
号
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

　
　
明
治
四
二
年
八
月
一
九
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
｝
二
二
号
。
（
『
外
文
』
四
二
1
｝
、
六
〇
五
）
。

　
　
前
掲
『
年
表
並
主
要
文
書
』
、
三
二
四
頁
。
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四
、
満
韓
連
絡
鉄
道
問
題

　
安
奉
鉄
道
改
築
に
関
す
る
覚
書
の
成
立
に
よ
つ
て
、
安
奉
－
陳
相
間
に
つ
い
て
は
路
線
も
確
定
し
、
満
鉄
に
よ
る
改
築
工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
つ
た
が
、
安
奉
鉄
道
が
特
に
陸
軍
の
期
待
す
る
よ
う
な
満
韓
連
絡
鉄
道
と
し
て
の
機
能
を
果
す
た
め
に
は
、
さ
ら
に
陳
相
－
奉
天
間
の
路
線

を
確
定
す
る
と
と
も
に
、
朝
鮮
半
島
北
部
を
縦
貫
す
る
京
義
鉄
道
と
も
連
絡
す
る
た
め
に
、
満
韓
国
境
を
流
れ
る
鴨
緑
江
河
口
岸
の
安
東
お
よ
び

新
義
州
間
に
鉄
橋
を
架
設
す
る
必
要
が
あ
つ
た
。



　
こ
の
う
ち
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
覚
書
に
お
い
て
は
除
外
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
必
ら

ず
し
も
清
国
の
路
線
変
更
に
対
す
る
強
い
反
対
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
側
に
お
い
て
も
、
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
に
つ
い
て
最
終
的
に

確
定
し
て
は
い
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
軌
道
の
改
築
工
事
を
担
当
す
る
満
鉄
は
、
用
地
買
収
や
建
設
技
術
上
の
角
度

か
ら
、
陳
相
－
奉
天
闇
に
つ
い
て
は
蘇
家
屯
経
由
を
計
画
し
て
い
た
が
、
陸
軍
は
軍
用
軽
便
鉄
道
の
路
線
に
沿
つ
て
陳
相
か
ら
奉
天
に
直
結
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ル
ー
ト
を
希
望
し
て
い
た
。
政
府
に
お
い
て
は
、
当
初
は
蘇
家
屯
経
由
の
満
鉄
案
を
支
持
し
て
い
た
が
、
清
国
の
路
線
変
更
反
対
に
よ
り
、
覚
書

調
印
前
に
は
、
奉
天
へ
直
接
進
む
路
線
に
実
は
内
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
清
国
が
覚
書
に
陳
相
i
奉
天
問
の
路
線
は
蘇
家
屯
経
由
と

は
し
な
い
と
の
但
し
書
き
の
挿
入
を
求
め
て
き
た
の
に
対
し
て
は
、
小
村
は
、
そ
れ
を
交
換
公
文
に
お
い
て
了
承
す
る
こ
と
は
認
め
て
も
、
そ
れ

を
但
し
書
と
し
て
覚
書
に
含
め
る
こ
と
は
許
可
し
な
か
つ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
満
鉄
か
ら
の
強
い
反
対
が
あ
り
、
日
本
政
府
内
で
最
終
的
な
結

論
を
出
す
に
ま
で
は
い
た
つ
て
い
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
覚
書
調
印
直
前
に
お
い
て
も
、
陳
相
か
ら
奉
天
へ
直
接
接
続
す
る
こ
と
が
技
術
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

不
可
能
で
あ
る
と
の
意
見
が
満
鉄
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
内
の
不
統
一
に
よ
つ
て
も
、
同
区
間
の
路
線
の
決
定
に
は
清
国
の
同
意
が
必
要
で
あ

り
、
清
国
か
ら
の
要
請
に
基
づ
き
、
日
本
は
満
鉄
技
師
を
調
査
の
た
め
派
遣
す
る
こ
と
と
し
た
。
調
査
は
九
月
一
四
日
よ
り
始
め
ら
れ
た
が
、
そ

れ
に
お
い
て
も
満
鉄
の
主
張
と
清
国
側
技
師
の
意
見
と
は
一
致
す
る
こ
と
な
く
、
小
池
は
、
満
鉄
か
清
国
の
い
ず
れ
か
が
方
針
を
変
更
し
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ぎ
り
、
陳
相
－
奉
天
間
の
路
線
を
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
小
村
に
報
告
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
満
鉄
は
、
明
治
四
二
年
八
月
六
日
の
清
国
へ
の
改
築
工
事
断
行
通
告
を
受
け
て
、
そ
の
翌
日
か
ら
安
東
ー
陳
相
間
の
改
築
工
事
に
着

手
し
た
が
、
そ
の
際
に
、
工
事
用
資
材
の
輸
送
の
た
め
に
撫
順
線
（
蘇
家
屯
r
撫
順
炭
坑
聞
）
を
利
用
し
て
、
陳
相
と
南
満
支
線
の
渾
河
を
標
準
軌

の
鉄
道
に
よ
つ
て
連
絡
す
る
こ
と
と
し
、
陳
相
お
よ
び
渾
河
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
撫
順
線
ま
で
の
鉄
道
を
仮
設
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
同
線
路
は
満
鉄

が
計
画
し
て
い
た
陳
相
ー
蘇
家
屯
間
の
鉄
道
で
は
な
く
、
ま
た
陳
相
か
ら
奉
天
へ
の
直
通
鉄
路
で
も
な
く
単
に
工
事
の
た
め
に
臨
時
に
敷
設
さ
れ

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
七
　
　
（
五
七
五
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
八
　
　
（
五
七
六
）

た
も
の
に
す
ぎ
な
か
つ
た
が
、
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
に
つ
い
て
日
清
間
の
合
意
が
成
立
す
る
見
通
し
が
た
た
な
か
つ
た
た
め
、
仮
設
線
路
の
敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

設
が
終
了
し
た
後
、
満
鉄
は
同
仮
設
線
路
を
営
業
用
に
も
転
用
し
て
使
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
、
明
治
四
二
年
八
月
七
目
の
改
築
断
行
に
ょ

る
着
工
以
後
、
満
鉄
は
安
奉
鉄
道
の
東
西
両
端
か
ら
改
築
工
事
を
進
め
て
い
た
。
明
治
四
三
年
一
一
月
三
日
に
は
東
側
の
安
東
ー
鶏
冠
山
が
竣
工

し
た
の
を
始
め
、
翌
年
一
月
一
五
日
に
は
、
安
奉
鉄
道
と
撫
順
線
の
分
岐
点
と
な
る
撫
安
と
本
漢
湖
の
間
が
開
通
し
、
さ
ら
に
一
一
月
一
日
に
安

奉
鉄
道
撫
安
ー
安
東
間
の
開
通
式
が
安
東
に
お
い
て
挙
行
さ
れ
た
。
日
本
政
府
か
ら
満
鉄
に
与
え
ら
れ
て
い
た
改
築
期
限
は
明
治
四
三
年
三
月
末

で
あ
つ
た
か
ら
、
改
築
工
事
は
一
年
七
ヵ
月
ほ
ど
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
陳
相
－
奉
天
間
の
路
線
に
関
し
て
は
日
清
問
で
の
合
意

が
成
立
せ
ず
、
撫
順
線
か
ら
渾
河
経
由
の
仮
設
線
路
が
そ
の
ま
ま
使
用
さ
れ
、
大
正
三
年
一
月
か
ら
は
撫
順
線
か
ら
渾
河
へ
進
む
路
線
を
廃
止

し
、
撫
順
線
に
よ
つ
て
そ
の
ま
ま
蘇
家
屯
ま
で
進
み
、
蘇
家
屯
に
お
い
て
満
鉄
本
線
に
接
続
し
て
奉
天
へ
向
う
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
後
大
正
七

～

年
に
な
つ
て
、
清
国
は
満
鉄
案
の
採
用
を
承
認
し
、
陳
相
か
ら
呉
家
屯
経
由
で
蘇
家
屯
へ
連
絡
す
る
路
線
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
り
、
翌
年
一
二

月
、
こ
れ
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
因
み
に
、
明
治
四
二
年
一
〇
月
に
満
鉄
本
線
大
連
－
蘇
家
屯
間
複
線
化
工
事
が
終
了
す
る
が
、
蘇
家
屯
－
奉
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

間
の
複
線
化
は
大
正
九
年
一
一
月
に
竣
工
す
る
。
こ
れ
に
よ
つ
て
安
奉
鉄
道
の
軌
道
改
築
工
事
は
完
成
す
る
が
、
陳
相
ー
奉
天
間
の
路
線
を
除
け

ば
、
陸
軍
の
構
想
に
近
い
路
線
が
採
用
さ
れ
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
他
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
陸
軍
は
鴨
緑
江
架
橋
工
事
に
も

大
き
な
関
心
を
持
つ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
鴨
緑
江
河
口
の
安
東
お
よ
び
そ
の
対
岸
の
新
義
州
と
の
間
に
鉄
橋
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
計
画
は
、
朝
鮮
半
島
北
部
を
縦
貫
す
る
京
義
鉄
道
の

建
設
と
結
び
つ
い
て
、
目
露
戦
争
中
か
ら
陸
軍
臨
時
軍
用
鉄
道
監
部
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
明
治
三
九
年
二
月
一
目
の
韓
国
統
監
府
の
設
置
に
よ

つ
て
、
京
義
鉄
道
を
は
じ
め
朝
鮮
半
島
の
鉄
道
が
統
監
府
鉄
道
管
理
局
の
下
に
編
入
さ
れ
る
と
、
鴨
緑
江
架
橋
計
画
も
共
に
引
き
継
が
れ
、
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

管
理
局
の
手
に
よ
つ
て
建
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
が
実
行
に
移
さ
れ
る
や
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
メ
リ
カ
両
国
は
大
き
な
関
心

を
示
す
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
と
い
う
の
も
、
鉄
道
管
理
局
の
計
画
で
は
川
面
か
ら
橋
ま
で
の
高
さ
が
低
く
、
ジ
ャ
ソ
ク
の
通
航
が
不
可
能
と
な
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り
、
そ
の
結
果
、
鴨
緑
江
を
利
用
し
た
通
商
活
動
に
障
害
が
で
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
．
英
米
両
国
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
関
心
を

払
つ
た
の
は
、
軍
用
鉄
道
と
し
て
建
設
さ
れ
た
新
奉
鉄
道
に
お
い
て
、
そ
の
遼
河
鉄
橋
が
や
は
り
低
く
、
ジ
ャ
ソ
ク
の
通
航
に
影
響
を
お
よ
ぼ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

た
と
い
う
前
例
が
す
で
に
目
露
戦
争
終
結
直
後
に
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
四
二
年
一
月
一
日
、
こ
の
点
を
ふ
ま
え
て
、
ア
メ
リ
カ
は
イ
ギ
リ

ス
に
対
し
て
覚
書
を
送
り
、
日
本
の
鴨
緑
江
架
橋
計
画
に
つ
い
て
、
橋
の
形
態
を
開
閉
式
と
し
て
ジ
ャ
ソ
ク
の
通
航
を
妨
げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
要
求
す
る
こ
と
の
同
意
を
求
め
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
側
で
も
す
で
に
検
討
さ
れ
、
マ
ク
ド
ナ
ル

ド
か
ら
小
村
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
一
月
八
目
、
小
村
は
伊
集
院
に
対
し
、
鴨
緑
江
の
架
橋
に
際
し
て
は
開
閉
式
（
実
際
に
は
回
転
式
）
を
採
用
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

る
よ
う
に
、
設
計
の
変
更
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
、
単
に
ジ
ャ
ソ
ク
の
通
航
を
可
能
と
さ
せ
る
技
術
上
の
問
題
で
は
あ
つ
た
が
、
そ
の
背

景
に
は
、
満
州
の
門
戸
開
放
に
関
す
る
日
本
の
対
応
が
試
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
つ
て
陸
軍
側
の
強
い
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
村
は
イ
ギ
リ

ス
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
日
本
と
し
て
満
州
の
門
戸
開
放
と
い
う
原
則
に
反
対
で
は
な
い
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

月
一
四
日
、
グ
レ
ー
は
日
本
が
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
に
応
じ
た
こ
と
に
つ
い
て
満
足
の
意
を
表
明
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は
目
本

に
よ
る
鴨
緑
江
架
橋
工
事
を
承
認
す
る
こ
と
に
な
つ
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
目
本
の
こ
の
架
橋
工
事
に
つ
い
て
、
英
米
両
国
が
共
通
の
関
心

を
持
つ
た
こ
と
は
、
注
目
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
鴨
緑
江
架
橋
工
事
は
、
日
本
に
と
っ
て
は
京
義
鉄
道
と
安
奉
鉄
道
を
直
結
し
、
満
韓
連
絡
鉄
道
を
完
成
す
る
と
い
う
大
き
な
計
画

で
あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
、
必
ら
ず
し
も
、
鴨
緑
江
架
橋
工
事
着
手
の
法
的
根
拠
を
持
つ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
つ
た
。
八
月
二
七

日
、
小
村
は
、
伊
集
院
へ
の
返
電
の
中
で
、
架
橋
工
事
着
工
を
正
当
化
す
る
根
拠
が
目
本
側
に
は
な
い
こ
と
を
正
直
に
告
白
し
て
い
る
。
し
か
し

小
村
は
、
清
国
側
は
実
質
的
に
日
本
の
架
橋
計
画
を
承
知
し
て
い
る
こ
と
、
用
地
は
満
鉄
の
所
有
地
を
使
用
す
る
た
め
、
土
地
収
用
の
た
め
に
清

国
と
協
議
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
橋
梁
の
設
計
を
開
閉
式
に
変
更
し
た
ン
」
と
に
よ
り
、
鴨
緑
江
の
船
舶
の
通
航
に
実
害
を
与
え
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
10
）

は
な
い
こ
と
を
あ
げ
、
日
本
の
着
工
に
つ
い
て
清
国
に
反
対
す
る
根
拠
を
与
え
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。
そ
し
て
小
村
は
、
安
奉
鉄
道
改
築
問

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二
九
　
　
（
五
七
七
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
〇
　
　
（
五
七
八
）

題
に
続
く
満
州
五
案
件
に
関
す
る
日
清
交
渉
へ
の
悪
影
響
を
恐
れ
、
架
橋
工
事
着
工
に
つ
い
て
は
清
国
へ
の
通
告
を
遅
ら
せ
、
と
り
あ
え
ず
韓
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

側
す
な
わ
ち
鴨
緑
江
左
岸
か
ら
架
橋
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
九
月
一
〇
日
、
伊
集
院
は
、
日
本
が
架
橋
工
事
の
都
合

か
ら
鴨
緑
江
右
岸
清
国
側
に
架
橋
目
標
を
設
置
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
清
国
が
抗
議
し
て
き
た
こ
と
を
伝
え
て
き
た
。
こ
の
目
標
と
い
う
の
は
、

安
奉
鉄
道
側
架
橋
用
地
内
に
や
ぐ
ら
を
立
て
て
旗
を
か
か
げ
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
清
国
側
岸
か
ら
の
工
事
開
始
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
．

か
つ
た
が
、
清
国
は
こ
れ
を
着
工
と
誤
認
し
て
抗
議
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
問
題
は
極
め
て
さ
細
な
こ
と
で
あ
つ
た
が
、
清
国
内
に
は
安
奉
鉄

道
間
題
の
解
決
に
反
発
す
る
排
日
運
動
が
起
り
つ
つ
あ
る
と
き
で
あ
つ
た
だ
け
に
、
伊
集
院
は
問
題
の
解
決
に
苦
慮
し
て
い
た
。
日
本
と
し
て

は
、
架
橋
工
事
着
手
の
清
国
へ
の
通
告
を
遅
ら
せ
て
き
た
た
め
に
、
今
回
の
清
国
側
の
抗
議
に
よ
り
結
局
の
と
こ
ろ
通
告
を
発
す
る
機
会
を
逃
す

ご
と
に
な
つ
た
。
こ
の
た
め
小
村
は
、
や
ぐ
ら
を
撤
去
す
る
に
し
て
も
、
こ
れ
を
機
会
に
清
国
側
か
ら
架
橋
工
事
の
同
意
を
得
る
よ
う
伊
集
院
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

命
じ
、
鴨
緑
江
架
橋
工
事
に
関
す
る
目
清
交
渉
が
始
ま
つ
た
。

　
九
月
一
四
日
、
伊
集
院
は
清
国
外
務
部
尚
書
梁
敦
彦
と
面
会
し
て
経
過
を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
梁
は
、
目
本
側
の
事
情
を
了
解
し
、
日
本
の
架

橋
建
設
に
異
論
を
は
さ
む
こ
と
は
な
か
つ
た
。
こ
の
た
め
伊
集
院
は
清
国
政
府
に
対
し
て
、
正
式
に
日
本
の
架
橋
工
事
へ
の
同
意
を
求
め
る
公
文

を
発
送
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
清
国
は
回
答
を
送
付
せ
ず
、
鴨
緑
江
の
結
氷
期
と
な
つ
て
工
事
は
一
時
中
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
つ
た
。

工
事
は
鴨
緑
江
中
心
よ
り
朝
鮮
半
島
側
の
み
が
進
め
ら
れ
、
清
国
側
は
全
く
進
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
で
は
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
の
完
了

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
M
）

予
定
時
期
ま
で
に
は
架
橋
が
完
成
し
な
い
こ
と
を
恐
れ
、
小
村
は
改
め
て
清
国
の
同
意
を
得
る
よ
う
伊
集
院
に
命
じ
た
。
清
国
が
こ
の
よ
う
な
日

本
の
要
求
に
応
じ
な
い
理
由
は
、
曹
汝
霧
が
非
公
式
に
伊
集
院
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
架
橋
工
事
そ
の
も
の
に
は
反
対
で
き
な
く
な
つ
て
い
る

清
国
が
、
安
奉
鉄
道
関
係
の
協
議
未
了
問
題
す
な
わ
ち
安
奉
鉄
道
守
備
兵
お
よ
び
警
察
問
題
の
解
決
と
関
連
さ
せ
、
架
橋
工
事
に
つ
い
て
清
国
が

譲
歩
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
奉
天
で
行
わ
れ
て
い
る
安
奉
鉄
道
細
目
に
関
す
る
交
渉
で
は
、
日
本
の
譲
歩
を
獲
得
し
よ
う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ

つ
た
。
こ
の
た
め
一
二
月
一
七
日
、
小
村
は
伊
集
院
に
対
し
て
、
安
奉
鉄
道
警
察
問
題
に
お
い
て
譲
歩
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
、
解
氷
を
待
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つ
て
工
事
を
再
開
す
る
必
要
が
あ
り
、
清
国
の
同
意
を
至
急
獲
得
す
る
こ
と
、
重
た
鉄
橋
は
す
べ
て
京
義
鉄
道
の
所
属
と
す
る
こ
と
を
前
提
に
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

渉
を
ま
と
め
る
よ
う
命
じ
た
。
そ
の
後
明
治
四
三
年
に
入
つ
て
交
渉
は
続
け
ら
れ
、
四
月
四
日
、
鴨
緑
江
架
橋
に
関
す
る
日
清
覚
書
が
成
立
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

た
。
こ
の
覚
書
で
は
、
鉄
橋
の
中
心
か
ら
満
州
側
は
、
安
奉
鉄
道
と
同
様
に
、
一
五
年
の
期
問
を
も
つ
て
清
国
に
売
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

架
橋
工
事
再
開
を
控
え
、
鉄
橋
の
早
期
完
成
の
た
め
に
、
日
本
側
と
し
て
も
譲
歩
せ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
こ
う
し
て
、
日
本
は
鴨
緑
江
の
架
橋
工
事
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
四
四
年
二
月
一
日
、
安
奉
鉄
道
の
全
線
が
標
準
軌
に
よ
つ
て
開
通

す
る
の
と
同
時
に
、
鴨
緑
江
鉄
橋
は
竣
工
し
た
。
翌
目
か
ら
、
い
よ
い
よ
京
城
－
奉
天
間
の
直
通
列
車
の
運
転
が
開
始
さ
れ
、
同
日
、
奉
天
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

い
て
、
日
清
間
に
お
い
て
鴨
緑
江
列
車
通
過
に
関
す
る
協
約
が
調
印
さ
れ
、
満
韓
国
境
通
過
に
あ
た
つ
て
の
通
関
手
続
等
が
決
定
さ
れ
た
。
安
奉
・

京
義
両
鉄
道
の
直
通
列
車
は
、
普
通
の
列
車
で
は
な
く
、
国
際
列
車
と
な
る
こ
と
を
日
本
は
認
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
明

治
四
三
年
八
月
の
日
韓
併
合
に
よ
つ
て
、
朝
鮮
半
島
全
域
に
日
本
の
主
権
は
お
よ
ん
で
い
た
が
、
日
本
は
、
満
州
が
日
本
の
主
権
の
お
よ
ぶ
こ
と

の
な
い
清
国
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
ら
れ
た
わ
け
あ
る
。
し
か
し
鴨
緑
江
鉄
橋
の
完
成
に
よ
つ
て
、
日
本
は
、
国
際
列
車
に
よ
つ
て
で

は
あ
る
が
、
満
韓
連
絡
鉄
道
を
手
中
に
お
さ
め
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
こ
れ
は
、
寺
内
正
毅
朝
鮮
総
督
が
特
に
強
い
関
心
を
持
つ
て
い
た
こ
と
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陸
軍
の
満
韓
連
絡
鉄
道
に
対
す
る
強
い
要
求
が
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
背
後
に
は
、
憎
シ
ア
の
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
複
線
化
に
警
戒
す
る
陸
軍
の
基
本
的
な
対
露
脅
威
感
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
明
治
四
二
年
三
月
一
二
日
、
在
奉
天
佐
藤
発
奥
参
謀
総
長
・
寺
内
陸
相
宛
公
信
参
秘
第
三
七
六
号
第
｝
。
（
「
戦
史
」
密
大
日
記
、
M
四
二
f
一
）
。

　
（
2
）
　
明
治
四
二
年
八
月
一
六
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
電
第
二
九
号
。
八
月
一
八
日
、
往
電
第
七
五
号
。
（
以
上
、
　
『
外
文
』
四
二
i
一
、
六
〇
一
お
よ
び
六
〇
三
）
。

　
　
　
明
治
四
二
年
八
月
『
八
日
、
中
村
満
鉄
総
裁
発
倉
知
外
務
省
政
務
局
長
宛
公
信
秘
発
第
八
四
号
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

　
（
3
）
　
明
治
四
二
年
八
月
二
八
日
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
往
電
第
八
七
号
。
九
月
一
四
日
、
中
村
満
鉄
総
裁
発
在
京
清
野
理
事
宛
電
報
。
（
以
上
、
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

　
　
　
明
治
四
二
年
一
〇
月
二
九
目
、
在
奉
天
小
池
総
領
事
来
信
機
密
第
九
一
号
。
（
『
外
文
』
四
二
－
一
、
六
一
七
）
。

　
（
4
）
　
明
治
四
二
年
八
月
九
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
往
電
第
二
六
五
号
。
（
『
外
文
』
四
二
；
一
、
三
六
二
）
。

　
　
　
明
治
四
二
年
九
月
九
日
、
中
村
満
鉄
総
裁
発
在
京
清
野
理
事
宛
電
報
。
（
「
外
史
」
1
・
7
・
3
・
5
0
）
。

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
一
　
　
（
五
七
九
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
二
　
　
（
五
八
○
）

（
5
）
　
前
掲
『
満
鉄
一
〇
年
史
』
、
】
八
四
－
五
お
よ
び
一
九
〇
ー
一
頁
。

　
　
前
掲
『
満
州
鉄
道
建
設
誌
』
、
五
一
頁
。

（
6
）
　
参
謀
本
部
編
『
溝
州
の
鉄
道
』
、
四
頁
。
（
「
戦
史
」
、
中
央
・
全
般
・
鉄
道
3
）
。

　
　
と
こ
ろ
で
、
鴨
緑
江
架
橋
問
題
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
に
お
い
て
「
鴨
緑
江
架
橋
一
件
」
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
が
（
「
外
史
」
3
・
1
3
・
3
・
3
）
、
昭
和
一
七
年
の
火
災
に
よ

　
り
す
べ
て
の
関
係
記
録
が
焼
失
し
た
。
『
外
交
文
書
』
第
四
二
巻
第
一
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
ろ
「
鴨
緑
江
架
橋
閥
題
『
件
」
は
、
「
安
奉
鉄
道
問
題
一
件
」
（
「
外
史
」
1
．
7
．
3
．

　
5
0
）
や
「
鮮
満
連
絡
鉄
道
間
題
一
件
」
（
1
・
7
・
3
・
7
2
）
に
編
纂
さ
れ
て
い
た
写
し
か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
、
原
文
書
は
存
在
し
て
い
な
い
。

（
7
）
　
前
掲
『
年
表
並
主
要
文
書
』
、
二
六
九
頁
。

（
8
）
》
ヨ
Φ
旨
き
国
唐
富
ω
ω
ざ
旨
Ω
。
馨
斜
蔓
一
」
。
8
。
竃
①
臼
。
揖
巳
ロ
B
8
彗
目
琶
凶
8
叶
＄
耳
ζ
け
妻
国
①
罫
（
男
2
0
。
山
8
山
）

　
　
男
o
話
一
α
q
p
O
睡
8
｝
甘
ロ
轟
曙
H
♪
一
8
。
．
竃
。
昆
o
べ
き
費
跨
8
B
唐
q
巳
。
暮
a
8
ζ
賊
9
巧
●
寄
一
α
。
（
司
○
“
O
？
ご
O
ム
鼻
）

　
　
明
治
四
こ
年
一
月
八
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
往
電
第
八
号
。
（
『
外
文
』
四
こ
ー
｝
、
六
三
二
）
。

（
9
）
害
3
一
磐
○
駿
一
8
」
程
奉
蔓
界
ご
8
。
ω
騨
国
’
9
2
8
ω
一
村
ρ
ζ
8
U
o
蒙
一
倉
象
の
B
8
F
2
0
●
9
（
悶
9
8
ム
8
－
囑
）

（
1
0
）
　
明
治
四
二
年
七
月
二
六
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
二
〇
三
号
。
八
月
二
七
日
、
往
電
第
三
〇
九
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
1
一
、
六
三
三
お
よ
び
六
三
五
）
。

（
1
1
）
　
明
治
四
こ
年
八
月
三
〇
日
、
小
村
外
相
発
曽
根
韓
国
統
監
宛
公
電
第
一
〇
四
号
。
（
『
外
文
』
四
二
1
～
、
六
三
七
）
。

（
1
2
）
　
明
治
四
二
年
九
月
一
〇
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
三
二
九
号
。
九
月
一
一
日
、
在
安
東
岡
部
領
事
来
電
第
一
六
六
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
ー
『
、
六
三
八
お
よ
び

　
六
四
』
）
。

（
1
3
）
　
明
治
四
二
年
九
月
一
二
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
三
三
〇
号
。
九
月
；
百
、
往
電
第
三
五
〇
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
1
『
、
六
四
三
お
よ
び
六
四
七
）
。

（
1
4
）
　
明
治
四
二
年
九
月
一
四
日
、
二
〇
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
三
三
六
・
三
四
三
号
。
一
二
月
九
日
、
往
電
第
四
一
…
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
二
1
一
、
六
五
一
、
六

　
五
三
お
よ
び
六
五
四
）
。

（
1
5
）
　
明
治
四
二
年
二
一
月
一
四
日
、
在
清
国
伊
集
院
公
使
来
電
第
四
〇
一
号
。
一
七
日
、
往
電
第
四
二
六
号
。
（
以
上
、
『
外
文
』
四
三
！
一
、
六
五
五
お
よ
び
六
五
六
）
。

（
1
6
）
　
「
鴨
緑
江
架
橋
工
事
二
関
ス
ル
覚
書
」
（
「
外
史
」
条
約
書
C
1
39
）
。

（
1
7
）
　
前
掲
『
満
鉄
一
〇
年
史
』
、
一
八
九
頁
。

　
　
「
鴨
緑
江
列
車
直
通
二
関
ス
ル
協
約
」
（
『
外
文
』
四
四
－
二
、
五
三
五
付
属
書
）
。

（
1
8
）
　
黒
田
甲
子
郎
編
、
『
元
師
寺
内
伯
爵
伝
』
（
大
正
九
年
、
同
伝
記
編
纂
所
）
、
　
＝
ハ
六
ー
七
お
よ
び
四
三
〇
1
三
頁
。
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五
、
む
す
び

　
安
奉
鉄
道
改
築
工
事
の
竣
工
に
よ
つ
て
、
日
本
が
日
露
戦
争
中
に
南
満
州
に
建
設
し
た
軍
用
軽
便
鉄
道
は
す
べ
て
消
滅
し
、
標
準
軌
に
統
一
さ

れ
た
鉄
道
網
が
完
成
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
結
果
、
満
州
の
北
部
に
は
β
シ
ア
の
支
配
す
る
広
軌
の
鉄
道
が
、
ま
た
南
部
に
は
イ
ギ
リ
ス
の

京
奉
鉄
道
に
加
え
て
満
鉄
の
経
営
す
る
標
準
軌
の
鉄
道
が
走
る
こ
と
に
な
つ
た
。
す
で
に
拙
稿
「
京
義
鉄
道
の
建
設
を
め
ぐ
る
国
際
関
係
－
日
露

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

戦
争
開
戦
原
因
と
し
て
の
鉄
道
問
題
ー
」
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
目
露
戦
争
が
、
満
州
の
鉄
道
建
設
抗
争
と
い
う
観
点
か
ら
、
ワ
シ
ア
の

広
軌
と
日
英
両
国
の
標
準
軌
に
よ
る
勢
力
争
い
で
あ
つ
た
と
す
れ
ば
、
広
軌
と
標
準
軌
の
鉄
道
に
よ
る
新
し
い
勢
力
区
分
の
成
立
に
よ
っ
て
、
ポ

ー
ッ
マ
ス
条
約
に
よ
つ
て
合
意
さ
れ
た
日
露
間
の
勢
力
範
囲
が
最
終
的
に
確
定
さ
れ
て
ぎ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
安
奉
鉄
道
の
完

成
は
、
日
露
戦
争
の
戦
後
処
理
が
完
了
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
日
露
戦
争
に
お
け
る
戦
後
が
終
了
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
つ
て
よ

い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
方
朝
鮮
半
島
で
は
、
韓
国
統
監
府
鉄
道
管
理
局
に
よ
つ
て
そ
の
幹
線
鉄
道
の
経
営
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
鴨
緑
江

に
鉄
橋
が
架
設
さ
れ
を
こ
と
に
ょ
り
、
朝
鮮
半
島
南
端
の
釜
山
か
ら
奉
天
ま
で
が
一
本
の
鉄
路
に
よ
つ
て
結
ば
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
安
奉
鉄
道

が
朝
鮮
半
島
の
幹
線
鉄
道
と
同
一
の
標
準
軌
に
改
築
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
さ
し
く
満
韓
連
絡
鉄
道
の
完
成
を
示
し
て
い
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
露
戦
争
後
の
満
州
に
お
け
る
鉄
道
の
ゲ
ー
ジ
は
、
東
清
鉄
道
の
広
軌
を
は
じ
め
京
奉
鉄
道
の
標
準
軌
、
戦
時
中
に
日
本
が
改
造

し
た
南
満
支
線
の
狭
軌
、
さ
ら
に
は
本
稿
で
述
べ
て
き
た
よ
う
な
安
奉
鉄
道
等
の
軽
便
軌
道
が
あ
り
、
満
州
の
開
発
と
発
展
の
た
め
に
は
、
軌
道

の
統
一
が
第
一
に
必
要
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
、
目
本
が
日
本
の
支
配
す
る
南
満
州
の
諸
鉄
道
の
軌
道
を
標
準
軌
に
統
一
し
て
ゆ
く
こ
と
は
、
・

シ
ア
の
広
軌
に
対
抗
す
る
と
い
う
対
露
戦
略
上
の
観
点
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
も
反
対
す
る
理
由
は
な
か
つ
た
は
ず
で
あ
る
。
対
露
戦
略
上

の
軍
事
的
価
値
の
高
い
安
奉
鉄
道
の
改
築
は
、
日
英
同
盟
の
基
本
的
枠
組
を
満
足
さ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
安
奉
鉄
道
の
改
築

に
関
す
る
日
清
交
渉
に
お
い
て
、
日
本
が
強
硬
な
姿
勢
を
示
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
が
目
本
の
立
場
に
理
解
と
同
情
を
示
し
た
の
は
、

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
艮
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
三
　
　
（
五
八
一
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
四
　
　
（
五
八
二
）

少
な
く
と
も
安
奉
鉄
道
の
ゲ
ー
ジ
を
標
準
軌
に
改
築
す
る
こ
と
に
つ
い
て
だ
け
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
完
全
に
日
本
の
方
針
を
支
持
し
て
い
た
か
ら
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
改
築
は
、
た
と
え
日
本
が
断
行
せ
ず
と
も
、
清
国
が
こ
れ
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
わ
け
で
あ
り
、
清
国
に
そ

れ
を
実
行
す
る
だ
け
の
技
術
と
資
金
が
な
い
以
上
、
イ
ギ
リ
ス
は
日
本
に
よ
る
改
築
断
行
を
当
然
の
こ
と
と
考
え
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
も
、
日
本
の
安
奉
鉄
道
の
経
営
を
無
条
件
に
承
認
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
安
奉
鉄
道
の
完
成
に
よ
つ

て
南
満
州
東
部
に
日
本
の
勢
力
が
浸
透
し
宅
い
つ
て
も
、
目
本
が
満
州
の
門
戸
開
放
を
維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
た
。
さ
ら
に
安
奉

鉄
道
は
、
日
韓
併
合
の
進
む
朝
鮮
半
島
の
京
義
鉄
道
と
連
結
し
て
、
日
本
の
満
州
経
営
の
動
脈
と
な
つ
て
い
つ
た
。
し
た
が
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
が

日
本
の
満
州
経
営
に
つ
い
て
日
露
戦
争
終
結
直
後
か
ら
満
州
の
門
戸
開
放
と
い
う
点
に
つ
い
て
疑
義
を
持
つ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
目
本
は
、
安

奉
鉄
道
に
対
し
て
、
朝
鮮
半
島
の
鉄
道
と
明
確
な
区
別
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
し
て
、
目
本
が
満
州
の
門
戸
開
放
を

維
持
し
て
ゆ
く
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
つ
た
。
目
本
が
、
鴨
緑
江
架
橋
に
つ
い
て
も
イ
ギ
リ
ス
の
要
望
を
受
け
入
れ
て
開
閉
式
と
し
た
り
、
ま
た

満
韓
連
結
鉄
道
の
運
行
に
あ
た
つ
て
も
、
そ
れ
を
国
際
列
車
と
位
置
づ
け
る
こ
と
に
応
じ
て
き
た
の
は
、
日
英
同
盟
に
基
づ
く
満
州
の
門
戸
開
放

と
い
う
イ
ギ
リ
ス
の
要
求
に
答
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
日
本
の
対
応
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
原
則
的
要
求
に
対
し
て
は
あ
く

ま
で
表
面
的
に
す
ぎ
ず
、
実
質
的
に
は
満
韓
連
絡
鉄
道
の
完
成
に
よ
る
満
韓
一
体
化
は
確
実
に
生
み
出
さ
れ
て
い
つ
た
。
そ
の
後
大
正
三
年
に
提

起
き
れ
る
い
わ
ゆ
ゐ
三
線
連
絡
運
賃
低
減
問
題
は
、
安
奉
鉄
道
の
持
つ
満
韓
一
体
化
の
価
値
を
軍
事
的
に
一
層
明
ら
か
に
示
す
こ
と
に
な
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
こ
に
、
安
奉
鉄
道
間
題
の
解
決
が
、
・
シ
ア
の
脅
威
に
対
処
す
る
と
い
う
日
英
同
盟
の
基
本
的
目
的
に
合
致
し
て
い
な
が
ら
も
、
日
英
同
盟

に
お
け
る
門
戸
開
放
と
い
う
原
則
に
対
し
て
は
、
む
し
ろ
対
立
す
る
要
因
と
な
つ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
日
英
同
盟
は
ロ

シ
ア
に
対
す
る
攻
守
同
盟
と
し
て
の
機
能
を
深
め
、
目
本
に
と
つ
て
は
、
と
り
わ
け
安
奉
鉄
道
の
改
築
と
経
営
こ
そ
が
、
ロ
シ
ア
の
南
下
を
阻
止

し
う
る
有
力
な
手
段
と
な
つ
て
い
つ
た
反
面
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
つ
て
は
、
満
州
の
門
戸
開
放
と
い
う
観
点
か
ら
、
日
本
の
満
韓
一
‘
体
化
政
策
に
反
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対
す
る
対
象
と
な
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
安
奉
鉄
道
問
題
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
矛
盾
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
の
安
奉
鉄
道
経
営
に
反
対
で
ぎ
な
か
つ
た
の
は
、
安
奉
鉄

道
が
、
日
清
満
州
善
後
条
約
付
属
協
定
に
お
い
て
、
清
国
が
目
本
の
満
州
に
お
け
る
鉄
道
権
益
と
し
て
承
認
し
た
も
の
で
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

日
本
に
と
つ
て
、
そ
れ
は
日
露
戦
争
に
お
け
る
戦
果
で
あ
つ
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
し
て
は
、
日
英
同
盟
に
よ
つ
て
日
本
の
対
露
戦
争
を
支
援
し
て
き

た
以
上
、
安
奉
鉄
道
が
日
本
の
権
益
と
な
る
こ
と
に
よ
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
権
益
に
損
害
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
さ
え
な
け
れ
ば
、
日
本
が
安
奉
鉄
道

を
維
持
し
経
営
す
る
こ
と
に
反
対
は
で
き
な
か
つ
た
と
い
え
よ
う
。
事
実
イ
ギ
リ
ス
は
、
原
則
に
お
い
て
満
州
の
門
戸
開
放
を
日
本
に
要
求
し
て

は
い
て
も
、
実
際
の
イ
ギ
リ
ス
の
在
満
権
益
と
し
て
は
、
安
奉
鉄
道
あ
る
い
は
ま
た
そ
の
沿
線
す
な
わ
ち
南
満
支
線
の
東
側
地
域
に
お
い
て
は
、

通
商
活
動
を
除
け
ば
、
特
に
経
済
的
権
益
と
し
て
確
立
さ
れ
た
も
の
を
持
つ
て
は
い
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
安
奉
鉄
道
が
新
奉
鉄
道
と
は
異
な
つ

て
、
目
英
間
の
交
差
権
益
と
は
な
り
え
な
か
つ
た
の
は
、
日
本
が
安
奉
鉄
道
に
よ
つ
て
満
州
南
東
部
へ
の
支
配
力
を
強
め
る
こ
と
に
な
つ
て
い
っ

て
も
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
在
満
権
益
を
少
し
も
侵
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
は
、
明
治
四
四
年
七
月
四
日
の
日
英
同
盟
再
改
訂
に
お
い
て
は
、
前
年
の
目
韓
併
合
に
よ
り
、
朝
鮮
半
島
を
日
英
同
盟
の
適
用
地
域

か
ら
除
外
す
る
亡
と
に
応
じ
て
き
た
。
安
奉
鉄
道
改
築
問
題
は
、
日
韓
併
合
化
と
平
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
、
安
奉
鉄
道
に
よ
る
満
韓

一
体
化
は
、
満
州
の
門
戸
開
放
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
つ
た
と
い
つ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
二
度
の
日
英
同
盟
改
訂
に
お
い

て
、
満
州
と
朝
鮮
半
島
の
分
離
を
要
求
し
な
が
ら
も
、
日
本
の
条
約
上
の
権
益
と
し
て
、
安
奉
鉄
道
の
経
営
を
認
め
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
た
め

に
、
日
英
同
盟
下
に
お
け
る
日
本
の
満
韓
一
体
化
政
策
を
容
認
し
、
満
鉄
本
線
以
東
ま
で
の
南
満
州
を
日
本
の
勢
力
範
囲
と
認
め
る
こ
と
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
満
州
の
門
戸
開
放
と
日
本
の
満
韓
一
体
化
と
い
う
矛
盾
の
中
か
ら
、
日
英
同
盟
の
変
質
が
始
ま
つ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
安
奉
鉄
道
の
改
築
は
、
日
韓
併
合
化
と
平
行
し
、
満
韓
連
絡
鉄
道
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
日
英
同
盟
に
変
質
を
も
た
ら
す
要
因
と
な
つ

た
の
で
あ
る
。

　
　
　
安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
溝
交
渉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
三
五
　
　
（
五
八
三
）
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安
奉
鉄
道
を
め
ぐ
る
日
清
交
渉

（
1
）
　
日
本
国
際
政
治
学
会
編
『
国
際
政
治
（
第
七
一
号
）
ー
目
本
外
交
の
思
想
ー
』

（
有
斐
閣
、
昭
和
五
七
年
八
月
）
所
収
。

三
三
六
　
　
（
五
八
四
）
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